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味わい深い手紙の闇
アンソロジー

汁 ―『手紙雑誌』第１巻第１号―

五
い

百
お

藏
ろ い

 謙

国立国会図書館の蔵書から

　
『
手
紙
雑
誌
』
は
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年
に
創

刊
さ
れ
、
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
に
か
け
て
出
版

さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の
創
刊
号
で
あ
る
第
１
巻

第
１
号
冒
頭
の
「
手
紙
雑
誌
の
序
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
一
節
が
あ
る
。「
此
の
雑
誌
は
（
中
略
）
御
手

紙
の
闇
汁
の
闇
汁
会
で
御
座
い
ま
す
。」　

　

闇
汁
会
は
、
め
い
め
い
が
持
ち
寄
っ
た
食
材
を
暗

闇
で
鍋
に
入
れ
て
煮
込
ん
だ
何
が
入
っ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
鍋
（
闇
汁
）
を
楽
し
む
と
い
う
、
明
治
大

正
期
の
書
生
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
催
し
で
あ

る
。『
手
紙
雑
誌
』
と
は
何
か
を
端
的
に
表
す
の
に
、

こ
れ
ほ
ど
適
切
な
表
現
は
な
い
。

　

こ
の
雑
誌
は
古
今
東
西
の
有
名
人
の
手
紙
や
、
市

井
の
人
々
の
手
紙
を
集
め
て
掲
載
し
た
書
簡
集
で
あ

る
。
更
に
『
手
紙
雑
誌
』
の
刊
行
に
寄
せ
た
手
紙
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
闇
汁
」
を
名
乗
る
だ
け
あ
っ

て
、
掲
載
す
る
手
紙
の
選
定
に
は
全
く
規
則
性
が
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
時
代
や
職
業
は
も
ち
ろ

ん
、
同
じ
人
の
手
紙
で
も
、
似
た
よ
う
な
テ
ー
マ
の

手
紙
で
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
順
番
は
一
見
バ
ラ
バ

ラ
で
あ
る
。
た
だ
し
決
し
て
適
当
に
作
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
構
成
は
編
集
者
に
よ
っ
て
考
え
抜

か
れ
た
も
の
で
あ
る（

１
）。

　

な
お
当
館
所
蔵
の
第
１
巻
第
１
号
は
明
治
38

（
１
９
０
５
）
年
３
月
に
再
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

初
版
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
当
館
所
蔵
本
に
は
目

次
が
あ
る
が
、
同
誌
に
着
目
し
て
紹
介
を
行
っ
た
紅

今 月 の 一 冊

『手紙雑誌』第１巻第１号
有楽社 , 1905.3　44p；18×26cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/10998716

奥付部分
再版である当館所蔵本は編集者が桑田正
とクレジットされているが、紅野謙介に
よると第1巻第1号の初版には、編集者
は安孫子貞次郎とあるようだ。編集者は
創刊から数号で桑田に交代した。

表紙
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野
謙
介
に
よ
る
と
、
初
版
は
目
次
す
ら
な
い
と
い
う

闇
汁
っ
ぷ
り
だ
っ
た
よ
う
だ（

２
）。

　

そ
ん
な
『
手
紙
雑
誌
』
は
、
第
１
巻
第
２
号
の
巻

頭
に
よ
る
と
、
編
集
者
の
友
人
た
ち
か
ら
は
「
未
曾

有
の
珍
雑
誌
」「
余
り
雑
然
た
り
」
な
ど
と
い
う
評

価
を
受
け
た
が
、
各
新
聞
紙
上
で
は
「
非
常
の
御
賛

評
」
を
得
た
。
楽
し
く
読
め
る
娯
楽
雑
誌
で
あ
る
と

と
も
に
、読
者
の
書
く
手
紙
の
お
手
本
に
な
っ
た
り
、

時
事
や
歴
史
を
学
べ
た
り
す
る
こ
と
が『
手
紙
雑
誌
』

の
見
所
で
あ
る
と
、
編
集
者
は
述
べ
て
い
る
。

　

当
時
の
読
者
の
興
味
関
心
を
惹
く
題
材
を
集
め
て

い
た
こ
と
も
、人
気
の
秘
訣
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
手

紙
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
37
（
１
９
０
４
）
年

３
月
の
関
心
事
と
い
え
ば
、
同
年
２
月
に
勃
発
し
た

日
露
戦
争
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
掲
載
さ
れ
て

い
る
手
紙
に
は
日
露
戦
争
に
関
係
し
た
も
の
が
少
な

く
な
い
。
内
容
は
戦
況
を
伝
え
る
も
の
や
、
戦
い
に

向
か
う
決
心
を
伝
え
る
も
の
が
多
い
。
大
半
は
勇
ま

し
い
内
容
で
あ
る
が
、
中
に
は
出
征
す
る
友
人
の
無

事
を
願
う
手
紙
や
、
家
族
を
案
ず
る
手
紙
も
あ
る
。

　

ま
た
過
去
の
戦
争
に
関
す
る
手
紙
も
い
く
つ
か
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
小
田
原
攻
め
陣
中
の
豊
臣
秀
吉
か

ら
母
で
あ
る
大
政
所
へ
の
手
紙
や
、
大
坂
夏
の
陣
に

豊
臣
方
と
し
て
出
陣
す
る
木
村
重
成
へ
の
妻
か
ら
の

手
紙
が
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の
総
司
令

官
と
な
り
戦
地
へ
向
か
う
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

が
妻
に
宛
て
た
手
紙
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
戦
況
や
決

①正岡子規から高浜虚子への手紙

『手紙雑誌』の２人の編集者
 ～安孫子貞次郎と桑田正～

安孫子貞次郎は有楽社の雑誌編集者として、『東京評論』や『英文
少年世界』などを手掛けた人物である。桑田正は「桑田春風」名
義で詩人として活動し、詩壇引退後に『手紙雑誌』の編集に携わ
るほか、書簡文学の研究者として書簡に関する著作を発表してい
る。ちなみに安孫子と桑田は友人であり、『手紙雑誌』第5 巻第 4
号には、良縁に恵まれないと自虐する桑田に対して結婚相手を紹
介する安孫子の妻はつ子の手紙が掲載されている。

安孫子貞次郎（1873-1936）
画像出典：『グラヒック』第2巻第14
号, 有楽社, 1910.7.

（https://dl.ndl.go.jp/pid/2661426/1/6）

桑田正（1877-1935）
画像出典：『東金市史』総集篇5, 東金市, 
1987.

（https://dl.ndl.go.jp/pid/9644722/1/172）

2国立国会図書館月報 763号 2024.11

https://dl.ndl.go.jp/pid/2661426/1/6
https://dl.ndl.go.jp/pid/9644722/1/172


心
を
伝
え
た
り
、
無
事
を
祈
っ
た
り
す
る
内
容
で
あ

り
、
い
つ
の
時
代
も
同
じ
気
持
ち
を
手
紙
に
綴
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
、
創
刊
直
前
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と

は
、『
手
紙
雑
誌
』
の
船
出
に
と
っ
て
は
不
安
材
料

で
も
あ
っ
た
。
国
家
の
一
大
事
に
こ
の
よ
う
な
不
要

不
急
の
雑
誌
を
出
版
し
て
よ
い
も
の
か
、
発
行
を
自

粛
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
も
の
の
、「
既
に
準
備
も
し
た
事
で
す
か
ら
、

な
あ
に
や
っ
て
見
ま
す（

３
）」
と
い
う
気
持
ち
で
世
に
送

り
出
さ
れ
た
。
熱
狂
と
不
安
が
渦
巻
く
戦
時
下
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
楽
天
的
な
姿
勢
で
作
ら
れ
た

『
手
紙
雑
誌
』
は
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
第
１
巻
第
１
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
手
紙
を

い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。『
手
紙
雑
誌
』
と

い
う
「
闇
汁
」
の
風
味
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
正
岡
子
規
か
ら
高
浜
虚
子
へ
の
手
紙

　

当
時
（
明
治
30
年
）、
虚
子
と
同
居
し
て
い
た
河か

わ

東ひ
が
し

碧へ
き
ご
と
う

梧
桐
が
天
然
痘
に
罹
患
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

子
規
が
虚
子
の
健
康
を
案
じ
、
種
痘
を
熱
心
に
勧
め

て
い
る
。

②�

評
論
家
・
小
説
家
の
伊
藤
銀
月
か
ら
手
紙
雑
誌
刊

行
に
寄
せ
る
手
紙

　

手
紙
を
最
も
巧
み
に
書
く
の
は
親
に
金
を
無
心
す

る
下
宿
学
生
で
あ
る
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
指
摘
か

ら
始
ま
り
、
従
軍
兵
士
の
手
紙
を
忘
れ
ず
に
取
り
上

②評論家・小説家の伊藤銀月から手紙雑誌刊行に寄せる手紙

3 国立国会図書館月報 763号 2024.11



　

げ
る
べ
き
、
歴
史
上
の
人
物
の
手
紙
も
載
せ
る
べ
き

と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。

③�

安
孫
子
貞
次
郎
の
第
一
子
出
産
に
際
し
て
中
村
有

楽
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
手
紙

　

編
集
者
の
安
孫
子
が
、
有
楽
社
社
長
の
中
村
有
楽

に
第
一
子
の
誕
生
を
報
告
す
る
手
紙
と
、
出
産
を
祝

う
有
楽
の
返
事
。
第
一
子
誕
生
の
こ
と
を
「
第
一

号
を
発
行
」
し
た
と
表
現
す
る
安
孫
子
の
出
版
人

ジ
ョ
ー
ク
が
面
白
い
。

④
海
軍
少
尉
候
補
生
南な

ん
ま摩
龍た
つ
お夫
か
ら
兄
へ
の
手
紙

　

戦
艦
富
士
の
乗
員
と
し
て
旅
順
口
攻
撃
に
参
加
し

た
南
摩
龍
夫
が
、
戦
況
を
中
学
教
諭
の
兄
の
綱
夫
へ

報
告
し
て
い
る
。
戦
闘
開
始
時
の
高
揚
、
敵
艦
か
ら

の
砲
撃
で
死
傷
者
が
出
た
絶
望
、
戦
闘
を
生
き
延
び

た
こ
と
へ
の
安
堵
な
ど
、
戦
場
の
様
子
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

⑤
世
界
の
絵
葉
書

　

ロ
シ
ア
、
ト
ラ
ン
ス
バ
ー
ル
（
現
・
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
の
一
部
）、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
絵
葉
書
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
「
と
き
」
か
ら
「
茨
の
君
」
へ
の
手
紙

　
「
と
き
」と
い
う
女
性
か
ら
、生
き
別
れ
た
恋
人「
茨

の
君
」
へ
の
手
紙
。
と
き
は
、
東
京
で
茨
の
君
と
別

れ
て
田
舎
に
帰
っ
て
か
ら
二
年
が
過
ぎ
、
茨
の
君
へ

の
想
い
と
都
会
で
の
自
由
な
生
活
へ
の
憧
れ
を
持
ち

な
が
ら
、
他
の
相
手
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
き
は
茨
の
君
に
返
信
を
求
め
、
解
説
で
も
「
次
号

で
は
茨
の
君
か
ら
の
返
事
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
掲
載
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
後
二
人

が
ど
う
な
っ
た
か
は
分
か
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
る
。

　
『
手
紙
雑
誌
』
の
創
刊
か
ら
百
年
以
上
が
経
ち
、

電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
す
る
な
ど
、
情
報
を

伝
え
る
方
法
は
大
き
く
変
化
し
た
。
し
か
し
、
気
持

ち
を
相
手
に
伝
え
た
い
と
い
う
人
間
の
思
い
は
、
当

時
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。『
手
紙
雑
誌
』
と
い
う
「
闇

汁
」
か
ら
感
じ
る
味
わ
い
深
さ
は
、
今
な
お
健
在
で

あ
る
。

１    第 1 巻第 3 号は「名媛書翰」、第 1 巻第 7 号は「家庭書翰」を
特集するなど、号によっては決まったテーマに基づいて選定
されているものもある。また、第 2 巻以降は巻頭に手紙につ
いての寄稿記事を掲載するなど、性質が変わっている。

２ 紅野謙介「『手紙雑誌』と『東京パック』－有楽社にみる編集
の思想」『季刊 d/SIGN デザイン』8 号 , 2004.7, pp.92-95 < 請
求記号 Z71-F555>

３ 「稟告」『手紙雑誌』第 1 巻第 12 号 , 1905.3
https://dl.ndl.go.jp/pid/10998724/1/3

 　　 中村有楽から安孫子貞次郎へ（返信）　　 　　 　　　　　安孫子貞次郎から中村有楽へ

③安孫子貞次郎の第一子出産に際して中村有楽との間で交わされた手紙
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講演会

「国立国会図書館の来た道、行く道」 
を開催しました

令和 6 年 3月14日（木）、国立国会図書館は、講演会「国立国会図書館の来た道、行く道」

を開催しました。

講演会では、昨年出版された国立国会図書館の歴史に関する二つの著作『帝国図書館―近代

日本の「知」の物語』及び『夢見る「電子図書館」』の各著者に講演いただきました。後半では、

出版流通論、近代出版文化史に詳しい著述家の永江朗氏をモデレーターとし、歴史を踏まえた当

館の今後の方向性について、当館職員も参加してパネルディスカッションを行いました。

この記事では、講演会の概略をご紹介します。

左から、山地当館副館長、登壇者の長尾氏、登壇者の中井氏、登壇者の永江氏、登壇者の竹内当館収集書誌部長、吉永当館館長（当時）左から、山地当館副館長、登壇者の長尾氏、登壇者の中井氏、登壇者の永江氏、登壇者の竹内当館収集書誌部長、吉永当館館長（当時）
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長尾 宗典 氏長尾 宗典 氏
筑波大学人文社会系准教授。筑波大学大筑波大学人文社会系准教授。筑波大学大
学院博士課程人文社会科学研究科歴史・学院博士課程人文社会科学研究科歴史・
人類学専攻単位取得退学。博士（文学）。人類学専攻単位取得退学。博士（文学）。
国立国会図書館司書、城西国際大学国際国立国会図書館司書、城西国際大学国際
人文学部准教授を経て現職。人文学部准教授を経て現職。
主な著作に『〈憧憬〉の明治精神史』（ぺ主な著作に『〈憧憬〉の明治精神史』（ぺ
りかん社、2016）、『帝国図書館―近代りかん社、2016）、『帝国図書館―近代
日本の「知」の物語』（中央公論新社、日本の「知」の物語』（中央公論新社、
2023）などがある。2023）などがある。

国
立
国
会
図
書
館
に
は
二
つ
の
源
流
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
帝
国
議
会
の
図
書
館
、
つ

ま
り
貴
族
院
と
衆
議
院
に
置
か
れ
た
も
の
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
本
日
の
私
の
話
の
中
心

と
な
る
帝
国
図
書
館
で
す
。
本
日
は
、
こ
の

帝
国
図
書
館
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
と
し
て
果
た
し
て
き
た
役
割
と
そ
の

歴
史
、
そ
し
て
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
統
合

に
つ
い
て
概
観
し
ま
す
。

帝
国
図
書
館
と
は
何
か

帝
国
図
書
館
は
１
８
９
７
年
に
帝
国
図
書

館
官
制
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
文
部
大
臣

の
管
理
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
源
流

は
１
８
７
２
年
に
設
置
さ
れ
た
書し

ょ
じ
ゃ
く
か
ん

籍
館
で
、

１
８
７
５
年
に
東
京
書
籍
館
に
改
組
さ
れ
た

後
、
１
８
８
０
年
に
東
京
図
書
館
と
改
称
、

１
８
８
５
年
に
上
野
に
移
転
し
ま
す
。
帝
国

図
書
館
設
立
後
の
１
９
０
６
年
に
現
存
の
レ

ン
ガ
造
り
の
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。
帝
国

図
書
館
の
理
念
に
つ
い
て
は
、
東
京
図
書
館

か
ら
帝
国
図
書
館
に
か
け
て
長
く
館
長
を
務

め
た
田
中
稲い

な
ぎ城

や
東
京
帝
国
大
学
教
授
の

外と
や
ま山

正ま
さ
か
ず一

、
評
論
家
の
三
宅
雪せ

つ
れ
い嶺

ら
が
そ
れ

ぞ
れ
重
要
な
意
見
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
田

中
は
、国
立
図
書
館
が
必
要
な
理
由
と
し
て
、

国
内
で
出
版
さ
れ
た
図
書
記
録
の
保
存
は
国

家
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

利
用
者
は
学
生
や
受
験
生
が
多
く
、
女
性

利
用
者
の
た
め
の
婦
人
閲
覧
室
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

「
国
立
図
書
館
」
の
模
索

国
立
図
書
館
と
は
そ
も
そ
も
何
な
の
か
。

１
９
７
０
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
図
書
館
統
計
の
国
際
的
な
標
準
化
に
関

す
る
勧
告
」（

１
）に

よ
れ
ば
、国
立
図
書
館
に
は
、

納
本
制
度
に
よ
る
国
内
出
版
物
の
網
羅
的
な

収
集
・
保
存
、
国
内
で
出
版
さ
れ
た
出
版
物

の
目
録
（
全
国
書
誌
）
の
作
成
、
そ
の
国
に

関
す
る
外
国
文
献
の
収
集
等
の
機
能
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
前
の
日
本
に

は
、
公
共
図
書
館
と
は
異
な
る
、
こ
れ
ら
の

機
能
に
つ
い
て
社
会
の
理
解
は
広
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
帝
国
図
書
館
は
常
に
予
算
不
足

に
悩
ま
さ
れ
、
当
初
の
計
画
通
り
に
建
物
は

完
成
せ
ず
、書
庫
も
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
し
た
。

戦
前
の
納
本
制
度
は
内
務
省
が
検
閲
の
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
、
帝
国
図
書
館
へ
の
直

接
の
納
本
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
帝
国

図
書
館
は
内
務
省
か
ら
検
閲
済
の
本
の
交
付

を
受
け
つ
つ
、
国
内
の
新
刊
や
日
本
の
歴
史

文
献
、
貴
重
な
個
人
文
庫
等
の
収
集
に
努
め

ま
し
た
。
収
集
し
た
図
書
は
、
甲
部
（
目
録

に
載
せ
利
用
提
供
）、
乙
部
（
と
り
あ
え
ず

保
存
し
、後
に
判
断
）、丙
部
（
１
年
で
廃
棄
）

に
分
類
し
ま
し
た
。
乙
部
は
戦
後
に
国
立
国

会
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
上
で
再
整
理
さ

れ
、
利
用
に
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
３
０

年
代
以
降
は
、
博
士
論
文
の
収
集
な
ど
専
門

資
料
の
収
集
も
進
め
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
へ
の
道

戦
後
、
帝
国
図
書
館
は
図
書
館
政
策
の
中

心
と
し
て
再
建
を
模
索
し
ま
し
た
。し
か
し
、

１
９
４
８
年
に
国
立
国
会
図
書
館
法
が
公
布

長
尾
宗
典
氏
講
演

帝
国
図
書
館
の
遺
産
―
国
立
国
会
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
―
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さ
れ
る
と
、
１
９
４
９
年
４
月
に
国
立
図
書

館
（
帝
国
図
書
館
か
ら
改
称
）
は
支
部
上
野

図
書
館
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
６
１
年
に
現
在
の
東
京
本

館
の
建
物
が
竣
工
し
た
後
に
、
旧
帝
国
図
書

館
の
蔵
書
約
１
０
０
万
冊
が
永
田
町
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

帝
国
図
書
館
は
、
予
算
不
足
及
び
政
府
当

局
や
国
民
の
理
解
不
足
に
よ
り
、
完
全
な
形

で
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

必
ず
し
も
す
ぐ
に
整
理
・
提
供
で
き
な
い
資

料
も
含
め
て
収
集
に
努
め
、
そ
の
蔵
書
は
関

東
大
震
災
や
東
京
大
空
襲
を
乗
り
越
え
、
戦

後
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
「
デ
ジ
タ
ル
で
全
て
の
国
内
出
版
物
を
読

め
る
未
来
」
を
目
指
す
と
あ
り
ま
す
。
私
も

日
々
、
帝
国
図
書
館
の
遺
産
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
利
用
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
噛

み
締
め
て
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
漏

れ
た
未
収
の
資
料
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
心
配
で
す
。
日
本
の
近
代
史
を
研
究

し
て
い
る
立
場
か
ら
は
、
国
立
国
会
図
書
館

に
お
い
て
も
幅
広
く
集
め
る
努
力
を
一
層
進

め
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

私
が『
夢
見
る「
電
子
図
書
館
」』を
書
い
た

の
は
、
１
９
７
５
年
の
国
立
国
会
図
書
館
入

館
後
、
様
々
な
業
務
に
携
わ
っ
た
中
で
、
電

子
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生
と
成
長
を

見
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
得
難
い
経
験
だ
っ
た

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
本
日
は
国
立
国
会
図

書
館
の
成
立
に
遡
り
、
そ
の
デ
ー
タ
へ
の
取

り
組
み
か
ら
話
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の
誕
生

国
立
国
会
図
書
館
の
二
つ
の
源
流
の
う

ち
、帝
国
議
会
の
図
書
館
に
つ
い
て
言
え
ば
、

貴
族
院
と
衆
議
院
の
そ
れ
ぞ
れ
に
図
書
館
は

設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
議
会

図
書
館
設
置
の
要
求
が
実
を
結
ん
だ
の
は
戦

後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
９
４
７
年
５
月
の
日
本
国
憲
法
の
施
行

と
同
時
に
国
会
法
も
施
行
さ
れ
、
ま
ず
「
国

会
図
書
館
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
検
討
を
経
て
、
１
９
４
８
年
２
月
に
国
立

国
会
図
書
館
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
成
立
時

の
国
会
演
説
で
は
、「
真
理
が
我
ら
を
自
由

に
す
る
」

（
２
）

と
い
う
理
念
、
そ
し
て
「
知
識
の

泉
」、「
立
法
の
ブ
レ
ー
ン
」、「
整
理
の
元

締
」（

３
）と

い
っ
た
三
つ
の
機
能
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
法
に
は
、
日
本

の
出
版
物
を
集
め
る
納
本
制
度
、
全
出
版
物

中
井
万
知
子
氏
講
演

デ
ー
タ
を
拓
く
。
国
立
国
会
図
書
館
の
電
子
化
へ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
書
誌
情
報
か
ら
電
子
図
書
館
へ
―

『帝国図書館―近代日本の「知」『帝国図書館―近代日本の「知」
の物語』（中央公論新社、2023）の物語』（中央公論新社、2023）
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の
目
録
さ
ら
に
総
合
目
録
の
作
成
な
ど
、
国

立
図
書
館
と
し
て
の
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
た

の
で
す
。

書
誌
情
報
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

先
ほ
ど
の
三
つ
の
機
能
の
う
ち
、「
整
理

の
元
締
」
と
い
う
の
は
や
や
わ
か
り
づ
ら
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
他
の

二
つ
の
機
能
の
前
提
条
件
で
も
あ
り
、
資
料

や
情
報
を
集
め
て
整
理
し
、
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
日
本
の
図
書
館

全
体
の
整
理
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
べ
き
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

当
時
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
国
際
書
誌
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
へ
の
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立
国

会
図
書
館
に
と
っ
て
、
国
際
的
な
書
誌
改
善

の
動
き
は
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
１
９
５
０

年
代
か
ら
印
刷
カ
ー
ド
の
頒
布
、「
全
国
書

誌
」
と
呼
ば
れ
る
国
内
出
版
物
の
目
録
の

刊
行
等
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
に
よ
り
、
１
９
８
１

年
に
は
『
日
本
全
国
書
誌
』
の
デ
ー
タ
版

JAPAN
/M

ARC

の
提
供
を
開
始
し
、
書
誌

情
報
の
デ
ー
タ
化
が
進
行
し
ま
し
た
。

電
子
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り

１
９
８
０
年
代
、
国
立
国
会
図
書
館
の
職

員
だ
っ
た
田
屋
裕
之
が
翻
訳
し
た『
紙
か
ら

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
』

（
４
）

に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
電
子
通
信
技
術
の
発
展
は
め
ざ
ま
し

く
、１
９
９
０
年
代
に
は
長
尾
真
の『
電
子
図

書
館
』（

５
）が

刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
情

報
を
活
用
し
た
電
子
図
書
館
へ
の
関
心
が
高

ま
り
ま
す
。
１
９
９
４
年
か
ら
通
商
産
業
省

の
実
証
実
験
と
し
て「
パ
イ
ロ
ッ
ト
電
子
図

書
館
」が
始
ま
る
と
、国
立
国
会
図
書
館
も
協

力
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
資
料
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
の
実
験
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
５
月
に
は
「
国
立
国
会

図
書
館
電
子
図
書
館
構
想
」（

６
）を

策
定
し
、

２
０
０
２
年
の
関
西
館
設
置
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
２
０
０
０

年
か
ら
、
総
務
部
企
画
課
電
子
図
書
館
推
進

室
で
明
治
期
刊
行
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
資
源
の
収
集
計
画
な
ど

を
担
当
し
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
４
月
に
は
関
西
館
が
設
置
さ

れ
、
電
子
図
書
館
課
が
発
足
し
、
10
月
の
開

館
以
降
、電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
し
て「
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

（
現
在
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保

存
事
業
」）
な
ど
を
次
々
に
公
開
し
ま
し
た
。

電
子
図
書
館
の
発
展

２
０
０
７
年
に
長
尾
真
が
館
長
に
就
任

し
、
電
子
図
書
館
の
機
能
強
化
が
進
み
ま
し

た
。
著
作
権
法
の
改
正
に
よ
り
、
著
作
権
処

理
を
前
提
と
せ
ず
に
保
存
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
可
能
に
な
り
、
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
、
大
規
模
デ
ジ
タ
ル
化
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
法
の
改
正
に

よ
り
、
公
的
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
民
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
制
度
収
集
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に
は
ジ
ャ
パ
ン

サ
ー
チ
が
正
式
公
開
さ
れ
て
い
ま
す（

７
）。

お
わ
り
に

国
立
国
会
図
書
館
は
設
立
以
来
、「
知
識

の
泉
」、「
立
法
の
ブ
レ
ー
ン
」、「
整
理
の
元

締
」
と
い
っ
た
基
本
機
能
を
時
代
に
合
わ
せ

て
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
は
実
験
し
、
計
画
化
・
事

業
化
し
、
提
供
し
て
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
よ
う
や
く
制
度
化
で
き

て
運
用
す
る
中
で
更
な
る
課
題
を
抽
出
す
る

と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
す
。
増
え
て
い

く
関
係
者
と
の
協
議
・
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
し
、
災
害
が
起
き
た
時
は
社
会
の
要
請
に

ど
う
対
応
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
実
験
と
計
画
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
化
し
、
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

中井 万知子 氏中井 万知子 氏
1975年から2013年まで国立国会図書館1975年から2013年まで国立国会図書館
に勤務。目録作成業務等を経て、電子図に勤務。目録作成業務等を経て、電子図
書館事業の立ち上げに携わる。関西館長、書館事業の立ち上げに携わる。関西館長、
利用者サービス部長等を歴任。退職後、利用者サービス部長等を歴任。退職後、
2022年まで立正大学文学部特任教授（図2022年まで立正大学文学部特任教授（図
書館司書課程）。2015年から日本図書館書館司書課程）。2015年から日本図書館
協会分類委員会委員長。著書に『夢見る協会分類委員会委員長。著書に『夢見る

「電子図書館」』（郵研社、2023）。「電子図書館」』（郵研社、2023）。
『夢見る「電子図書館」』（郵研社、『夢見る「電子図書館」』（郵研社、
2023）2023）
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永
江
氏　

楽
し
い
講
演
で
し
た
。
ラ
イ
ブ
で

聞
く
とYouTube

の
よ
う
に
分
か
り
や
す

く
、
エ
ッ
セ
ン
ス
が
伝
わ
り
や
す
い
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
書
籍
の
自
己
否
定
か
も
し

れ
ま
せ
ん(

笑)

。
ま
ず
は
感
想
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

中
井
氏　

自
著
の
初
校
を
終
え
る
頃
に
長
尾

さ
ん
の
本
を
読
み
、
日
本
図
書
館
協
会
が

１
９
２
９
年
に
国
際
図
書
館
連
盟
に
加
盟
し

て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
本
の
情
報
量

と
質
に
感
心
し
ま
し
た
。

長
尾
氏　

私
も
中
井
さ
ん
の
本
か
ら
多
く
を

学
び
ま
し
た
。
ご
自
身
の
経
験
を
交
え
た
内

容
で
、
今
日
の
講
演
で
さ
ら
に
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。

永
江
氏　

国
立
国
会
図
書
館
に
こ
ん
な
歴
史

が
あ
っ
た
と
は
、
多
く
の
人
は
知
ら
な
い
で

す
よ
ね
。
さ
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
国
立
国
会
図
書
館
の
現
役
職
員
で
あ

る
竹
内
収
集
書
誌
部
長
に
も
参
加
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
現
在
地

に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
内
　
国
立
国
会
図
書
館
は
現
在
、
デ
ジ
タ

ル
シ
フ
ト
を
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン（

８
）に

基
づ
い
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
中
期

的
な
基
本
方
針
と
し
て
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

変
革
に
必
要
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進

め
、
国
立
国
会
図
書
館
の
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
数
は
約

４
７
０
０
万
点
で
、
英
米
仏
の
国
立
図
書
館

に
比
べ
て
歴
史
が
浅
い
割
に
蔵
書
の
規
模
は

大
き
く
、
日
本
に
お
け
る
出
版
活
動
の
活
発

さ
、
出
版
文
化
の
豊
か
さ
を
示
す
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
お
二
人
の
講
演
中
で
も
触
れ
ら

れ
ま
し
た
が
、
国
立
図
書
館
が
果
た
す
べ
き

機
能
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
際
的
に
共
通

し
た
理
解
が
あ
り
、最
も
本
質
的
な
機
能
は
、

納
本
制
度
に
よ
り
国
の
出
版
物
を
網
羅
的
に

収
集
・
保
存
す
る
こ
と
で
、
そ
の
目
的
は
国

の
文
化
を
保
存
・
伝
達
し
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
第
二
の
機
能
は
、
収
集
し
た

国
の
出
版
物
の
記
録
、
つ
ま
り
全
国
書
誌
を

作
成
す
る
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
の
機
能
も
、

出
版
が
デ
ジ
タ
ル
へ
と
広
が
っ
て
き
た
こ
と

に
合
わ
せ
て
拡
張
し
て
き
ま
し
た
。

納
本
制
度
に
関
し
て
は
、２
０
０
０
年
に
、

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
デ
ィ
ア

に
記
録
さ
れ
た
電
子
出
版
物
を
納
本
対
象
に

加
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
的
機
関
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
収
集
を
開
始
し
、
昨
年
に
は
有

償
で
頒
布
さ
れ
て
い
る
電
子
書
籍
・
電
子
雑

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

永江 朗 氏永江 朗 氏
1958年生まれ、北海道旭川市出身。法政大1958年生まれ、北海道旭川市出身。法政大
学文学部卒。1981年～1988年、書籍輸入学文学部卒。1981年～1988年、書籍輸入
販売会社に勤務。1989年～1993年、「宝島」販売会社に勤務。1989年～1993年、「宝島」

「別冊宝島」編集部。フリーランスのライ「別冊宝島」編集部。フリーランスのライ
ター兼編集者を経てライター専業に。著書ター兼編集者を経てライター専業に。著書
に『インタビュー術！』『私は本屋が好きでに『インタビュー術！』『私は本屋が好きで
した』『小さな出版社のつづけ方』など。した』『小さな出版社のつづけ方』など。

パネルディスカッション登壇者

モデレーター：永江 朗 氏（著述家）
パネリスト　：長尾 宗典 氏（筑波大学人文社会系准教授）

中井 万知子 氏（日本図書館協会分類委員会委員長）
竹内 秀樹（国立国会図書館収集書誌部長）
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誌
の
収
集
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
の
出
版
物
は
多
様
で
数
も
膨

大
で
あ
り
、
一
つ
の
機
関
で
網
羅
的
に
収
集

す
る
こ
と
は
事
実
上
困
難
な
た
め
、
国
立
情

報
学
研
究
所
、
大
学
、
科
学
技
術
振
興
機
構
、

出
版
業
界
団
体
と
連
携
・
分
担
し
て
収
集
・

保
存
し
、
検
索
と
利
用
は
国
立
国
会
図
書
館

サ
ー
チ（

９
）で

一
元
的
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
は
拡
張
さ

れ
た
全
国
書
誌
と
も
言
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な

形
で
全
国
書
誌
の
機
能
も
拡
張
し
て
き
ま
し

た
。

永
江
氏　

竹
内
部
長
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
い
く
つ
か
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
１
　
国
立
国
会
図
書
館
の
ル
ー
ツ
に
は
国

立
図
書
館
と
国
会
図
書
館
の
二
つ
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
現
在
の
国

立
国
会
図
書
館
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
か
。

長
尾
氏　

国
会
に
属
す
る
機
関
と
な
る
こ
と

で
国
立
図
書
館
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
上
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
戦
後
の
国
立
国
会
図
書
館
長

は
戦
前
の
帝
国
図
書
館
長
よ
り
も
地
位
が
高

く
、
戦
後
史
の
中
で
、
国
立
の
図
書
館
が
果

た
す
べ
き
機
能
を
実
現
す
る
上
で
有
効
に
働

い
た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

竹
内
　
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
会
議
員
の

立
法
活
動
の
補
佐
と
い
う
役
割
を
果
た
す
上

で
、
最
大
の
強
み
は
、
そ
れ
が
国
立
図
書
館

の
基
盤
の
上
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

国
立
図
書
館
と
し
て
の
基
本
機
能
で
あ
る
納

本
制
度
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
包
括
的
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
国
会
議
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
く
貢
献
し
て
お
り
、
特
に
、

各
種
制
度
の
調
査
や
海
外
事

情
の
調
査
な
ど
で
そ
の
強
み

が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
国
会
の
図
書
館
で
あ

る
も
の
の
、
国
立
図
書
館
と

し
て
は
「
国
民
の
た
め
の
図

書
館
」
で
あ
り
、
欧
米
の
国

立
図
書
館
よ
り
も
国
民
に
開

か
れ
た
図
書
館
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
２
　
デ
ジ
タ
ル
化
や
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト

が
、
出
版
や
紙
の
本
の
文
化

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は

ど
う
思
い
ま
す
か
。

竹
内
　
紙
の
本
の
文
化
の
継

承
は
、
国
立
図
書
館
の
根
本
的
な
任
務
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
原
本
保
存
の
た
め
の
有

効
な
手
段
で
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
国
内
の
出
版
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

に
な
れ
ば
、
知
の
再
生
産
に
も
貢
献
す
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
出
版
の
エ
コ

シ
ス
テ
ム
を
阻
害
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
商
業
出
版
物
に
つ

い
て
は
市
場
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
関
係
者

と
合
意
形
成
で
き
た
範
囲
内
で
提
供
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
国
立
国
会

図
書
館
サ
ー
チ
で
は
各
出
版
物
の
入
手
先
も

案
内
し
て
い
ま
す
。
購
入
、貸
出
を
問
わ
ず
、

出
版
物
の
利
用
が
全
体
と
し
て
活
性
化
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
井
氏　

２
０
０
０
年
頃
に
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
の
利
用
提
供
を
始
め
る
時
、
出
版
関
係
者

の
皆
様
に
説
明
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

出
版
界
か
ら
は
、
復
刻
版
な
ど
の
出
版
が
阻

パネルディスカッションの様子パネルディスカッションの様子

竹内 秀樹竹内 秀樹
1993年国立国会図書館入館。電子情報部電1993年国立国会図書館入館。電子情報部電
子情報サービス課長、同電子情報流通課長、子情報サービス課長、同電子情報流通課長、
収集書誌部主任司書、利用者サービス部科収集書誌部主任司書、利用者サービス部科
学技術・経済課長、総務部管理課長、利用学技術・経済課長、総務部管理課長、利用
者サービス部サービス企画課長、総務部副者サービス部サービス企画課長、総務部副
部長人事課長事務取扱を経て、2023年4月部長人事課長事務取扱を経て、2023年4月
から現職。から現職。
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害
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
戸
惑
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
戸
惑
い
は
現
在

も
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
当
時
、
古
い
も

の
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
へ

の
需
要
が
生
ま
れ
、
か
え
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
も
の
を
一
緒
に
掘
り
出
し
て

い
く
き
っ
か
け
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

永
江
氏　

個
人
的
な
経
験
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
時
期
に
『
文
豪
と
感
染
症
―
１
０
０
年

前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
ど
う
書
か
れ
た
の

か
』
と
い
う
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
出
版
し
ま
し

た
。
主
に
国
立
国
会
図
書
館
に
あ
る
デ
ー
タ

を
使
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
に
知
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と
で
、
先
人

の
書
い
た
テ
キ
ス
ト
で
印
税
を
頂
い
た
と
い

う
意
味
で
は
う
ま
く
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
著
者
の
立
場
だ
と
使
わ
れ
る
ば
か
り

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
こ

こ
に
あ
る
知
の
ス
ト
ッ
ク
を
使
え
ば
創
造
に

繋
が
り
、
う
ま
く
い
け
ば
お
金
に
も
繋
が
り

ま
す
。

Ｑ
３
　
中
井
さ
ん
、
長
尾
さ
ん
、
今
後
の
取

組
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

中
井
氏　

情
報
が
溢
れ
る
中
で
、
そ
れ
ら
を

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

将
来
に
向
か
っ
て
橋
渡
し
し
て
い
く
こ
と
が

国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
や
は
り
メ
タ
デ
ー
タ
は
重
要
で
、
書

誌
情
報
を
作
り
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
繋
い
で

い
く
役
割
が
必
要
で
す
。
全
文
検
索
技
術
の

よ
う
な
、
新
し
い
技
術
も
書
誌
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
中
に
も
っ
と
生
か
し
て
い
け
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

長
尾
氏　

デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
公
開
数
が
、

こ
の
20
余
年
で
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
20
年
前
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

今
実
現
し
て
お
り
、
次
の
20
年
後
に
つ
い
て

は
想
像
が
及
び
ま
せ
ん
。
本
や
読
書
、
あ
る

い
は
知
識
を
仕
入
れ
る
や
り
方
自
体
が
劇
的

に
変
化
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
１
月
に

新
し
い
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
を
見
た
時

も
感
動
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
形
態
の
情
報

に
つ
い
て
、
と
に
か
く
そ
の
存
在
を
国
民
に

示
す
と
い
う
こ
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｑ
４
　
竹
内
部
長
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け

る
国
立
国
会
図
書
館
の
役
割
は
ど
う
い
う
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

竹
内
　
国
立
図
書
館
は
、
国
の
記
憶
を
保
存

し
、後
世
に
伝
え
る
た
め
の
社
会
装
置
で
す
。

国
内
の
多
様
な
出
版
物
を
国
と
し
て
き
っ
ち

り
保
存
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
国
立
図

書
館
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
全
体
を
な

る
べ
く
広
く
保
存
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
、

次
に
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

日
本
の
出
版
物
の
総
体
を
記
録
し
見
え
る
化

し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
今
後
も
変
わ
ら
な

い
当
館
の
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

出
版
の
形
が
進
化
し
続
け
る
中
で
、
こ
れ
ら

の
責
務
を
果
た
し
続
け
る
た
め
に
は
、
出
版

界
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

永
江
氏　

講
演
を
通
じ
て
、
国
立
国
会
図
書

館
は
、
歴
史
的
に
試
行
錯
誤
、
紆
余
曲
折
、

暗
中
模
索
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
だ
な
と
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
類
の
知
的
遺
産
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
今
後
の
進
展
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
中
井
さ
ん
、
長
尾
さ
ん
、
竹
内
部
長
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

注
1　 鈴木平八郎『国立図書館　近代的機能の展開』 丸善 , 1984、ギ・シルヴェストル著 , 松本慎二訳『国立図書館のガイドライン』日本図書館協会 , 1989
2　羽仁五郎（はにごろう）参議院図書館運営委員長による 1948 年 2 月 4 日参議院本会議における国立国会図書館法案についての委員長報告
 「第 2 回国会参議院会議録」第 11 号（https://kokkai.ndl.go.jp/txt/100215254X01119480204 （国会会議録検索システム））
3　 中村嘉壽（なかむらかじゅ）衆議院図書館運営委員長による 1948 年 2 月 4 日衆議院本会議における国立国会図書館法案についての趣旨弁明
 「第 2 回国会衆議院会議録」第 15 号（https://kokkai.ndl.go.jp/txt/100205254X01519480204 （国会会議録検索システム））
4　F.W. ランカスター著 , 田屋裕之訳『紙からエレクトロニクスへ　図書館・本の行方』日外アソシエーツ , 1987
5　長尾真『電子図書館』（岩波科学ライブラリー 15）岩波書店 , 1994
6　「国立国会図書館電子図書館構想」（https://dl.ndl.go.jp/pid/1000791）
7　当館の電子図書館事業の沿革については当館ホームページ「電子図書館事業の沿革」（https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/project/history.html）もご参照くだ

さい。
8　「国立国会図書館ビジョン 2021-2025 - 国立国会図書館のデジタルシフト -」（https://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/vision_ndl.html）
9　「国立国会図書館サーチ」（https://ndlsearch.ndl.go.jp/）
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
近
現
代
の
政
治
家
、
官
僚
、
軍
人
ら
の
所
有
し
て

い
た
個
人
文
書
を
集
め
た
「
憲
政
資
料
」
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

東
京
本
館
憲
政
資
料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
経
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
史
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課
）

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　「憲政資料」のほか、第二次世界大戦終了後の連合
国による日本占領に関する米国の公文書を中心に集め
た「日本占領関係資料」、主に北米・南米への日本人
移民に関する資料を集めた「日系移民関係資料」を扱っ
ています。
　憲政資料室の利用方法、所蔵資料の概要については、
国立国会図書館ホームページ「憲政資料室」（https://
www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html）、
今回紹介する資料を含む憲政資料の概要については、
リサーチ・ナビ「憲政資料（憲政資料室）」（https://
ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/kensei）をご覧ください。

憲政資料室

Souvenir des M
em

bres de la Legation 

（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
一
五
〇
九
）

（
一
冊
、　
令
和
六
年
一
月
公
開
）

　

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
駐
フ

ラ
ン
ス
日
本
公
使
館
の
館
員
か
ら
田た

な
か中

不ふ
じ
ま
ろ

二
麿
夫
妻
へ
贈
ら
れ
た
記
念
写
真
帳
で

す
（
写
真
１
）。
田
中
は
、
明
治
一
七
年
に

駐
イ
タ
リ
ア
公
使
と
し
て
欧
州
へ
渡
っ
た

後
、
明
治
二
〇
年
に
駐
フ
ラ
ン
ス
公
使
に

転
じ
て
約
三
年
間
務
め
、
帰
国
す
る
と
こ

ろ
で
し
た
。

　

写
真
に
は
、
田
中
と
同
時
期
に
欧
州

に
い
た
人
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
、
西
郷
隆
盛
の
弟
・
西
郷
従つ

ぐ
み
ち道
（
写
真

２
）
は
海
軍
大
臣
在
任
中
に
欧
州
視
察
を

行
い
、
田
中
が
公
使
を
務
め
て
い
た
頃
の

イ
タ
リ
ア
に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。ま
た
、

秋
山
好よ

し
ふ
る古
（
写
真
３
）
は
当
時
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
て
い
た
陸
軍
軍
人
で
、
後
に
日

露
戦
争
で
活
躍
し
、
現
代
で
は
司
馬
遼
太

郎
『
坂
の
上
の
雲
』
の
主
人
公
の
一
人
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

田中不二麿（1845-1909）
弘 化2 (1845）年、愛 知 生まれ。尾 張 藩で 尊 攘 派
志 士として活 躍。明 治4（1871）年 岩 倉 使 節 団 に
随 行。帰 国 後 に 文 部 大 輔となり、明 治12 年 教
育 令を制 定。その 後、司 法 卿、駐イタリア公 使、
駐フランス公 使、枢 密 顧問 官、司 法大 臣等を歴
任。明治42 年死去。
肖像写真の出典：『子爵田中不二麿伝　尾藩勤王史』咬
菜塾, 1934 

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1234667/1/11）
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写真1　標題紙（上）と表紙（左）

写真2　西郷従道

写真3　秋山好古
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交
友
書
簡
集
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
三
九
二
）

（
二
巻
　
令
和
五
年
八
月
公
開
）

　

こ
の
資
料
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
書
簡
二
二
通
が
二
巻
の
巻
物

に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
巻
物
の
箱

書
き
（
写
真
４
）
に
「
神
藤
蔵
」
と
あ
り
、

神
奈
川
県
選
出
の
衆
議
院
議
員
だ
っ
た

神し
ん
ど
う藤
才さ
い
い
ち一
（
一
八
五
七
～
一
九
三
四
）
が

所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
通
に
、
小お

ば
た幡
酉ゆ
う
き
ち吉
の
書

簡
が
あ
り
ま
す
（
写
真
５
）。
小
幡
は
大
正

二
（
一
九
一
三
）
年
二
月
当
時
、
中
国
・

天て
ん
し
ん津
の
総
領
事
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
神

藤
へ
の
書
簡
に
は
「
共
和
之
前
途
依
然

暗あ
ん
た
ん憺
タ
ル
有
様
」（
傍
線
Ａ
）
と
記
し
、

前
年
に
成
立
し
た
ば
か
り
の
中
華
民
国
の

混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
を
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
正
政
変
後
の
日
本
の
政
治

状
況
に
触
れ
、
立
憲
政
友
会
と
立
憲
同
志

会
（
後
の
憲
政
会
）
と
い
う
「
二
大
政
党

之
発
現
」（
傍
線
Ｂ
）
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

小幡酉吉（1873-1947）
明 治6（1873）年、石 川 生まれ。外 交 官として主
に 中 国（ 清 朝・中 華 民 国 ）で の 在 外 公 館 勤 務
を 重 ね、大 正7（1918）年 に は 駐 中 華 民 国 特 命
全 権 公 使 に 就 い た。退 官 後 は 貴 族 院 議員など
を務めた。昭和22（1947）年死去。
肖像写真の出典：『貴族院要覧　昭和12 年12 月増訂 丙』
貴族院事務局, 1937

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1653722/1/111）

写真4　巻物の箱書き

写真5　小幡酉吉書簡　神藤才一宛　〔大正2年〕2月11日　＜憲政資料室収集文書392-2-3＞

Ｂ Ａ
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含が
ん
せ
つ雪
山
県
公
尺せ
き
と
く牘
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
四
〇
八
）

（
二
巻
七
通
　
令
和
六
年
四
月
公
開
）

　

翌
年
に
初
め
て
の
帝
国
議
会
が
開
会
さ

れ
る
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
〇
月

二
日
に
、
山
県
有
朋
（
内
務
大
臣
）
は
、

欧
州
視
察
（
明
治
二
一
年
一
一
月
出
発
）

か
ら
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
黒
田
清

隆
内
閣
は
条
約
改
正
問
題
に
よ
り
、
閣
内

不
統
一
で
混
乱
し
て
い
ま
し
た
。
同
月

一
八
日
に
は
、
大
隈
重
信
外
務
大
臣
が
爆

弾
を
投
げ
つ
け
ら
れ
る
事
件
も
起
こ
り
ま

す
。
同
月
二
二
日
に
黒
田
首
相
は
、
天
皇

に
首
相
以
下
の
辞
表
を
奉
呈
し
つ
つ
、
黒

田
自
身
の
み
が
職
を
辞
め
、
他
の
大
臣
は

そ
の
ま
ま
で
、
山
県
を
後
継
首
相
と
す
る

こ
と
を
奏
上
し
ま
し
た
。
同
月
二
四
日
に

は
他
の
大
臣
も
同
様
に
山
県
を
推
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
に
は
山
県

は
そ
の
職
を
引
き
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

渦
中
の
山
県
は
松
方
正
義
に
、「
如

か
く
の
ご
と
き此
之

情
況
に
て
は
維
持
策
は
寸
分
も
無こ

れ
な
く之
只
一

身
に
覚
悟
を
極
候
外ほ

か

他
意
無
之
事
と
決
心

罷ま
か
り
あ
り
も
う
し
そ
う
ろ
う

在
申
候
（
こ
の
状
況
で
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
だ
め
で
、
覚
悟
を
決
め
る
し
か

ほ
か
に
は
な
い
と
存
じ
て
い
ま
す
）」（
写

真
６
（
傍
線
））
と
、
そ
の
心
中
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

結
局
、
同
月
二
五
日
に
、
黒
田
は
辞
任

し
、
内
大
臣
で
あ
っ
た
三
条
実
美
が
首
相

を
兼
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
か
月
後
の

一
二
月
二
四
日
に
山
県
が
首
相
の
職
に
就

き
ま
し
た
。

写真6　山県有朋書簡　松方正義宛　〔明治22年〕10月22日　＜憲政資料室収集文書408-1-5＞

松方正義（1835-1924）
天 保6（1835）年、鹿 児 島 生まれ。幕 末 期 は 京 坂
間 を 往 復して政 局 に か か わり、明 治 維 新 後 は
国 家 財 政 の 確 立 に尽 力。大 蔵 卿、大 蔵 大 臣、総
理 大 臣 を 歴 任し、財 政 指 導 者として 功 績 を 残
す。枢密顧問官、内大臣にも就き、元老として活
動。大正13(1924）年に死去。
肖 像 写 真 の 出 典：『公 爵 松 方 正 義 伝 乾 巻』公 爵 松 方 正 義
伝記発行所, 1935

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1224025/1/499）

山県有朋（1838-1922）
天 保9（1838）年、山 口 生 ま れ。松 下 村 塾 に 学
び、奇 兵 隊 の 軍 監として活 躍し、戊 辰 戦 争 に 従
軍。明治維新後、陸軍の創設、徴兵令施行、軍人
勅 諭 の 発 布 など軍 制 の 整 備 に 努 め た。内 務 大
臣、司法大臣、総理大臣、枢密院議長を歴任し、
元 帥 陸 軍 大 将。元 老として国 政 に 重きをな す。
大正11(1922）年に死去。「含雪」は号。
肖像写真の出典：『公爵山県有朋伝 中巻』山県有朋公記
念事業会, 1933 

（https://dl .ndl .go. jp/pid/1241277/1/567）
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写真8　三里塚空港設置反対共有地運動えの協力要請＜淡谷悠蔵関係文書1795-1＞

淡あ
わ
や谷
悠ゆ
う
ぞ
う蔵
関
係
文
書

（
八
七
六
五
点
　
令
和
五
年
一
二
月
公
開
）

　

八
七
六
五
点
と
い
う
膨
大
な
資
料
群
で

す
（
写
真
７
）。
旧
蔵
者
の
淡
谷
悠
蔵
は
、

故
郷
の
青
森
県
な
ど
で
政
治
活
動
を
続
け

た
後
、
通
算
六
期
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
日
本
社
会
党
の
政
治
家
で
、
文

筆
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
ブ
ル
ー
ス
の

女
王
」
と
呼
ば
れ
た
歌
手
・
淡
谷
の
り
子

（
一
九
〇
七
～
一
九
九
九
）
の
叔
父
に
あ

た
る
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
資
料
群
に
は
、
青
森
県
内
を
中
心

と
し
た
各
所
か
ら
の
要
望
や
陳
情
と
と
も

に
、
農
林
省
な
ど
の
国
の
機
関
や
県
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
第
一
次
産
業
な
ど

に
関
す
る
政
策
資
料
が
多
く
含
ま
れ
ま

す
。
代
議
士
と
し
て
地
元
の
声
を
国
政
に

届
け
る
た
め
、
積
極
的
に
手
元
に
集
め
て

い
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
九
七
〇
年
代
に
社
会
問

題
と
な
っ
た
成
田
空
港
問
題
（
三
里
塚
闘

争
）
に
関
す
る
資
料
（
写
真
８
）
な
ど
が

含
ま
れ
て
お
り
、
彼
の
政
治
活
動
や
当
時

の
社
会
事
情
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

淡谷悠蔵（1897-1995）
明 治30（1897）年、青 森 生 ま れ。青 森 県 新 庄 村
村会議員などを経て、昭和28（1953）年、日本社
会党から出馬し第26 回衆議院議員総選挙で初
当 選。通 算6 期16 年 にわ たり国 政で 活 動した。
党 内で は 機 関 紙 局 長、青 森 県 連 会 長 などを 歴
任し、昭和44 年に政界引退。引退後は故郷で青
森県文芸協会理事などを務めた。平成7（1995）
年、98 歳で死去。
肖像写真の出典：『22 人の政治家』内政図書出版, 1956

（https://dl .ndl .go. jp/pid/2988047/1/14）

写真7　（右）当館に運び込まれた当時の状況です。30箱以上の段ボー
ル箱に詰められていました。ここから数年かけて資料1点ずつの確認と
目録の整備を行いました。（上）今では、1点ずつ中性紙製の封筒に収
納して書庫で大切に保存されています。
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写真9　〔日記 昭和32 年〕＜石橋湛山関係文書（その一）892＞

「昨年十二月十四日党大会（産経会館にて）において鳩山氏より総裁辞
任の表明ありて直ちに新総裁選挙。決選投票により石橋当選、岸及び石
井両候補と握手して無事終了。」と記されている（傍線）が、今回の追
加分の中にその時の写真（写真10）も含まれている。

石い
し
ば
し橋
湛た
ん
ざ
ん山
関
係
文
書
（
そ
の一
）（
二
〇
二
三
年
追
加
分
）

（
四
一
点
、
令
和
六
年
三
月
公
開
）

　

既
に
所
蔵
し
て
い
た
石
橋
湛
山
関
係
文

書
に
追
加
で
寄
贈
さ
れ
た
、
湛
山
の
日
記

等
を
新
た
に
公
開
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料

群
の
存
在
は
、
鎌
倉
の
邸
宅
で
東
京
大
空

襲
を
免
れ
た
も
の
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ

て
お
り
、
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
『
石
橋

湛
山
日
記
』（
み
す
ず
書
房
、二
〇
〇
一
年
）

に
未
収
録
の
資
料
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
一
二
月

一
四
日
、
石
橋
湛
山
、
岸き

し

信の
ぶ
す
け介
、
石い
し
い井

光み
つ
じ
ろ
う

次
郎
の
三
者
は
、
自
由
民
主
党
初
代
総

裁
・
鳩は

と
や
ま山
一い
ち
ろ
う郎
の
後
継
の
座
を
争
い
ま
し

た
。
第
一
回
投
票
で
は
、
三
者
と
も
に
過

半
数
の
票
を
獲
得
で
き
ず
、
一
位
の
岸
と

二
位
の
湛
山
で
決
選
投
票
を
行
っ
た
結

果
、
石
井
陣
営
の
支
持
を
う
け
た
湛
山
が

わ
ず
か
七
票
差
で
逆
転
勝
利
し
ま
す
。

　

毎
日
記
さ
れ
て
い
た
日
記
で
す
が
、
こ

の
総
裁
選
の
日
か
ら
記
述
が
途
絶
え
、
翌

年
元
日
に
よ
う
や
く
、
昨
年
の
総
裁
選
と

首
相
就
任
に
つ
い
て
記
さ
れ
ま
す
（
写
真

９
）。
総
裁
選
勝
利
の
狂
騒
、
そ
し
て
閣

僚
人
事
に
頭
を
悩
ま
せ
る
多
忙
な
日
々

を
、
一
二
月
の
空
白
の
ペ
ー
ジ
が
静
か
に

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

約
三
週
間
後
、
ふ
た
た
び
日
記
は
途
絶

し
、
湛
山
は
病
に
倒
れ
ま
す
。
予
算
審
議

に
出
席
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
湛
山
は
、

二
月
二
三
日
に
「
私
の
政
治
的
良
心
に
従

い
ま
す
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
で
辞
任
を

表
明
し
、
二
月
二
五
日
、
就
任
か
ら
わ
ず

か
二
か
月
余
で
首
相
の
座
を
退
き
ま
し

た
。

写真10　〔アルバム 総理大臣就任時〕＜石橋湛山関係文書（その一）913＞

握手する総裁選後の三人。左から石橋湛山、岸信介、石井光次郎

石橋湛山（1884-1973）
明治17(1884）年、東京生まれ。早稲田大学哲学
科 卒 業 後、東 洋 経 済 新 報 社 に 入 社。「小日本 主
義」等、自由 主 義 的 言 論で 知られ た。戦 後 は 大
蔵大臣として第1 次吉田内閣に入閣、戦後の経
済 復 興 に 尽 力 するが、公 職 追 放 該 当 者 に 指 定
される。政 界 復 帰 を 経 て、昭 和31(1956）年、内
閣 総 理 大 臣。晩 年 は日中・日ソ交 流 に 尽 力し、
昭和48 年に死去。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」

（https://www.ndl .go. jp/portrait/datas/383/）
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今い
ま
い井
武た
け
お夫
関
係
文
書
（
寄
託
）

（
三
六
三
八
点
　
令
和
六
年
一
月
公
開
）

　

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
に
始
ま
っ

た
日
中
戦
争
は
、
中
国
側
の
抵
抗
に
よ
っ

て
戦
局
が
膠
着
し
ま
す
。
困
っ
た
日
本
は

さ
ま
ざ
ま
な
和
平
工
作
を
水
面
下
で
試
み

ま
す
が
、「
桐
工
作
」
も
そ
の
一
つ
で
し

た
。
昭
和
一
四
年
九
月
、
支
那
派
遣
軍
総

司
令
部
参
謀
に
就
任
し
た
今
井
武
夫
は
、

さ
っ
そ
く
鈴す

ず
き木
卓た
く
じ爾
中
佐
を
香
港
に
派
遣

し
、「
宋そ

う

子し
り
ょ
う良
」（
蒋
介
石
夫
人
の
宋
美び
れ
い齢

の
弟
）
と
交
渉
を
進
め
さ
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
つ
い
に
翌
一
五
年
三
月
七
日
に
香
港

で
会
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
談
は
主
に

今
井
と
重
慶
国
民
政
府
最
高
国
防
会
議
秘

書
主
任
・
章

し
ょ
う

友ゆ
う
さ
ん三
の
間
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
井
は
写
真
11
の
よ
う
に
、
章
友
三

と
今
井
（
傍
線
）
の
間
の
緊
迫
し
た
や
り

取
り
を
詳
細
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
の
ち
も
、
同
年
六
月
に
マ
カ
オ
で

二
回
目
の
会
談
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
最
大

の
争
点
で
あ
っ
た
満
洲
国
承
認
問
題
解
決

の
た
め
、
蒋
介
石
と
支
那
派
遣
軍
総
参
謀

長
・
板い

た
が
き垣
征せ
い
し
ろ
う

四
郎
が
直
接
会
談
す
る
こ
と

も
予
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
い
た「
汪お

う

兆ち
ょ
う
め
い銘
工
作
」の
進
展
や
、

日
独
伊
三
国
同
盟
の
締
結
な
ど
で
両
国
関

係
は
い
っ
そ
う
悪
化
し
て
お
り
、
結
局
九

月
に
支
那
派
遣
軍
は
「
桐
工
作
」
の
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
今
井
は
、

写
真
12
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
命
運
に

か
か
わ
る
重
要
な
任
務
を
果
た
せ
な
か
っ

た
こ
と
を
痛
感
し
、
自
ら
の
進
退
伺
い
を

提
出
し
ま
し
た
が
、
慰
留
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
な
お
、
の
ち
に
「
宋
子
良
」
が
本
人

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今井武夫（1898-1982）
明 治31（1898）年、長 野 生 ま れ。長 野 中 学 を 卒
業後、陸軍に入隊し士官学校、陸軍大学校と進
み、昭 和3（1928）年 同 大 学 校 卒 業。その 後 は 参
謀 本 部、在 外 機 関、陸 軍 省 に所 属しな がらもっ
ぱら中 国 関 係 の 業 務 を 担 当し、中 国 要 人との
関 係を深 める。昭 和12 年 の日中 戦 争 勃 発 後も
支 那 派 遣 軍 総 司 令 部 参 謀、大 東 亜 省 参 事 官を
歴 任し、桐 工 作 など中 国との 停 戦 交 渉を重 ね、
昭 和20 年 の 終 戦 の 後も復員交 渉 にあ たった。
昭和57 年死去。
肖像写真の出典：『支那事変の回想』みすず書房, 1964

（https://dl .ndl .go. jp/pid/2989491/1/5）

写真11　桐工作綴　其一　＜今井武夫関係文書（寄託）14-457＞
（上）表紙、（左）支那側の意見
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写真12　支那派遣軍総司令官西尾寿造宛進退伺書　
＜今井武夫関係文書（寄託）14-458＞

19 国立国会図書館月報 763号 2024.11



写真13　〔英文日記2〕明治24（1891）年6月19日　＜三島弥太郎関係文書5392＞

三み
し
ま島
弥や
た
ろ
う

太
郎
関
係
文
書
（
二
〇
二
四
年
公
開
分
）

（
六
〇
〇
点
、
令
和
六
年
三
月
公
開
）

　

の
ち
に
日
本
銀
行
総
裁
と
貴
族
院
議

員
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
三
島
弥
太
郎 

の
旧
蔵
資
料
で
す
。
彼
は
明
治
一
七

（
一
八
八
四
）
年
に
一
八
歳
で
渡
米
し
て

害
虫
学
を
修
め
、父
で
あ
る
三
島
通み

ち
つ
ね庸（
警

視
総
監
）
が
亡
く
な
っ
た
際
に
帰
国
し
て

子
爵
を
継
ぎ
ま
し
た
。
明
治
二
二
年
に
再

渡
米
し
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
大
学
院
で
学
位

を
取
得
し
て
同
院
の
研
究
生
と
な
り
さ
ら

に
研
究
を
進
め
ま
す
が
、
そ
の
翌
年
病
気

に
よ
り
学
業
を
あ
き
ら
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
巡
っ
て
か
ら
明
治
二
五
年
に
帰
国
し
て

い
ま
す
。

　

当
時
の
日
記
が
数
冊
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
紐
解
く
と
、
天
気
、
起
床
、
就

寝
の
時
刻
を
含
め
て
見
聞
し
た
こ
と
が
丁

寧
な
筆
記
体
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治

二
四
年
六
月
一
九
日
に
は
、
英
国
議
会
の

下
院
を
見
学
し
、
議
場
の
小
さ
さ
や
、
議

員
が
か
ぶ
っ
て
い
る
帽
子
を
発
言
時
に
脱

ぐ
こ
と
、
議
長
や
書
記
官
が
鬘か

つ
らを
か
ぶ
っ

て
い
る
様
子
を
し
た
た
め
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
英
国
議
会
下
院
議
事
録
を
め

く
っ
て
み
る
と
、
工
場
法
の
改
正
案
が
議

題
に
あ
が
っ
て
い
ま
し
た＊
。
日
本
で
も
す

で
に
帝
国
議
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
六

年
後
に
貴
族
院
議
員
と
な
る
三
島
弥
太
郎

で
す
が
、
こ
の
時
は
初
め
て
見
る
英
国
議

会
の
様
子
を
淡
々
と
観
察
し
て
い
た
よ
う

で
す
。

三島弥太郎（1867-1919）
慶 応3（1867）年、鹿 児 島 生まれ。明 治25（1892）
年以降 は 農 商 務 省 等 に勤 め、明 治30 年 に貴 族
院 議 員 に 当 選し、財 政 問 題 を 中 心 に 論 を 立 て
活躍する。明治39 年に横浜正金銀行に入り、の
ちに 取 締 役、頭 取 を 務 める。大 正2（1913）年 に
日本銀行総裁となる。大正8 年に死去。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」

（https://www.ndl .go. jp/portrait/datas/487/）

The house of  Commons is  very  smal l ,  
and also the audience hal l  –  the 
members  have the hats  on,  and take 
them off  when they speak – the  
c lerks  and the speaker  have whigs  

（whigs はwigs の誤記か）

＊　https://assets.parliament.uk/Journals/HCJ_volume_146.pdf
　　378コマ目（本文376p）に「Factories and Workshops Bill」とあります。
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昨
年
『
週
刊
朝
日
』＜

当
館
請
求
記
号
Ｚ
24-

18＞

の

休
刊
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
創
刊
さ
れ
た

こ
の
週
刊
誌
（
創
刊
当
初
は
旬
刊
）
は
１
０
１
年
の
歴
史

に
い
っ
た
ん
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
当
館
に
届
い
た
最
終
号

を
目
の
前
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
受
入
記

録
（
蔵
書
登
録
の
デ
ー
タ
）
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
そ
の

膨
大
な
号
数
と
時
間
の
経
過
に
あ
ら
た
め
て
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

　
私
た
ち
逐
次
刊
行
物
・
特
別
資
料
課
受
入
係
は
、
日
本

国
内
で
刊
行
さ
れ
た
逐
次
刊
行
物
、
大
雑
把
に
言
え
ば
雑

誌
・
新
聞
な
ど
（
冊
子
や
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
有
体
物
に

限
る
）
を
当
館
の
蔵
書
と
し
て
受
け
入
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の

入
口
に
い
ま
す
。
こ
れ
ら
雑
誌
・
新
聞
な
ど
は
、
発
行
者

か
ら
の
納
本
を
中
心
に
、
１
日
に
約
１
８
０
０
点
、
多
い

日
に
は
３
０
０
０
点
に
迫
る
ほ
ど
届
き
ま
す
。受
入
係
は
、

届
い
た
雑
誌
・
新
聞
一
点
一
点
に
つ
き
、
①
汚
れ
や
破
損
、

ペ
ー
ジ
の
欠
落
は
な
い
か
、
②
タ
イ
ト
ル
や
形
態
な
ど
に

変
化
は
な
い
か
、
な
ど
を
確
認
し
、
デ
ー
タ
登
録
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
作
業
は
思
い
の
ほ
か
単
純
に
は
済
み
ま
せ
ん
。
特

に
②
で
は
慎
重
な
調
査
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
日
々
出
く
わ

し
ま
す
。
た
と
え
ば
別
の
雑
誌
と
合
併
し
た
り
ウ
ェ
ブ
公

開
に
移
行
し
た
り
、そ
の
変
遷
の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

一
つ
一
つ
の
雑
誌
・
新
聞
に
は
個
性
が
あ
り
、
連
綿
と
号

を
重
ね
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
を
遂
げ
て
い
く
の
で
、

ま
さ
に
逐
次
刊
行
物
は
生
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
私
た

ち
は
そ
う
し
た
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
デ
ー
タ
登
録
を
確
実

な
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
届
い
た
号
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

の
納
入
状
況
や
次
号
の
刊
行
予
定
の
調
査
も
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
欠
号
は
な
い
か
、
あ
る
号
を
最
後
に
納

本
が
途
絶
え
て
い
な
い
か
調
べ
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
未

納
が
判
明
し
た
際
に
は
、
発
行
者
に
納
本
に
ご
協
力
い
た

だ
く
よ
う
依
頼
し
、「
創
刊
号
か
ら
す
べ
て
」
揃
っ
て
い

る
と
い
う
所
蔵
状
況
を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
受
入
係
の
「
受
入
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
納
本
資
料
を

受
け
入
れ
る
」
と
い
う
受
動
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
受
入
係
は
刊
行
物
の
変
化
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
調
査
の
上
で
納
本
を
依
頼
し
た
り
、
と

い
う
能
動
的
な
働
き
か
け
も
職
務
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
毎
日
の
よ
う
に
創
刊
号
が
（
最
新
刊

に
限
ら
ず
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
も
）や
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
毎
日
の
よ
う
に
最
終
号
が
や
っ
て
き
ま
す
。
受
入

係
は
、
一
つ
一
つ
の
雑
誌
・
新
聞
の
は
じ
ま
り
か
ら
お
わ

り
ま
で
、
そ
の
生
涯
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
含

め
て
見
届
け
る
の
で
す
。

（
逐
次
刊
行
物
・
特
別
資
料
課 

受
入
係
　
マ
ー
サ
・
マ
イ
・

デ
ィ
ア
）

雑誌・新聞の生涯
―そのはじまりから
おわりまで―

チェックカード。システム導入前の古い時期の受入記録で、よく参
照します。
開館まもない昭和20年代の職員の筆跡もあり、時の積み重なりを感
じます。
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22　かくし

10：00～19：00 （土曜日は17：00まで） 10：00～18：00 （11月17日（日・関西館見学デー）は16：00まで）

国立国会図書館東京本館 展示室（新館 1 階）

令和 6 年10月1日（火）から11月9日（土）まで
※日曜、祝日及び資料整理休館日（10 月 16 日）は休館

国立国会図書館関西館 地下 1 階大会議室

令和 6 年11月15日（金）から11月29日（金）まで
※20 日（水・資料整理休館日）、23 日（土・祝）、24 日（日）は休館

関西会場東京会場



　
「
一
年
を
二
十
日
で
暮
ら
す
い
い
男
」

江
戸
時
代
に
詠
ま
れ
た
川
柳
で
す
。
こ
れ
は
あ
る

職
業
に
つ
い
て
の
句
な
の
で
す
が
、
そ
の
職
業
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

答
え
は
力
士
で
す
。

　
「
20
日
？　

関
取
な
ら
本
場
所
15
日
を
年
６
場

所
、
そ
れ
以
外
に
地
方
巡
業
だ
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な

い
か
」
と
思
う
方
が
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
し

か
に
現
在
は
そ
の
通
り
で
す
が
、
当
時
の
相
撲
は

今
と
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
時
「々
年

６
場
所
制
以
降
で
は
初
め
て
の
記
録
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年

６
場
所
制
も
１
場
所
15
日
制
も
、
と
も
に
戦
後
に

な
っ
て
か
ら
定
着
し
た
制
度
で
す
。
江
戸
相
撲
の

定
場
所
は
春
秋
の
年
２
場
所
、
１
場
所
は
晴
天
10

日
間
で
、
こ
の
開
催
方
式
は
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ

ま
で
続
き
ま
し
た

（
１
）。
た
だ
、
川
柳
の
詠
ま
れ
た
時

代
に
も
地
方
巡
業
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
名

家
で
の
御
用
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
は
本

場
所
の
20
日
だ
け
働
け
ば
済
む
と
い
う
わ
け
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す

（
２
）。

　

こ
の
記
事
で
は
、
川
柳
の
時
代
よ
り
も
う
少
し

下
っ
て
明
治
・
大
正
の
相
撲
に
関
連
す
る
資
料
を
、

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
デ

ジ
コ
レ
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。 

一年を
二十日で暮らす
いい男？

　 本の森を歩く　第三十回

壱

年

を

廿

日

て

く

ら

す

 

い

ゝ

男

―国立国会図書館デジタルコレクションで楽しむ相撲―　　

呉
陵
軒
可
有 [

ほ
か
編]

『
柳
多
留
』
第
44
編  

菊
屋
幸
三
郎  [

江
戸
後
期]

≪
当
館
請
求
記
号
　
Ｗ
92-

Ｎ
77
≫ 

西川　久司
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『最近相撲図解』
出羽之海谷右衛門 述 ほか

岡崎屋書店 , 大正 7（1918）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13706443 

 『
最
近
相
撲
図
解
』　

　

今
年
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
た
第
19
代
横
綱
・

常ひ
た
ち
や
ま

陸
山
谷た
に
え
も
ん

右
衛
門
（
１
８
７
４
～
１
９
２
２
、
横

綱
在
位
１
９
０
４
～
１
９
１
４
）
は
「
角
聖
」
と

呼
ば
れ
た
名
力
士
で
、
ラ
イ
バ
ル
の
第
20
代
横
綱・

梅う
め
が
た
に
と
う
た
ろ
う

ケ
谷
藤
太
郎
（
１
８
７
８
～
１
９
２
７
、
横
綱

在
位
１
９
０
４
～
１
９
１
５（

３
））
と
と
も
に
「
梅
・

常
陸
」
時
代
を
築
き
ま
し
た
。
引
退
後
は
年
寄
・

出で

わ羽
ノ
海う
み

と
し
て
出
羽
ノ
海
部
屋
を
角
界
随
一
の

大
部
屋
へ
と
育
て
上
げ
た
ほ
か
、
力
士
の
社
会
的

地
位
の
向
上
、
初
代
国
技
館
建
設
に
も
貢
献
し
ま

し
た
。

　

常
陸
山
は
現
役
時
代
・
親
方
（
年
寄
）
時
代
を

通
し
て
数
冊
の
著
書
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
引
退
後
に
出
羽
之
海
名
義
で
口
述
し
た
一
冊
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

常
陸
山
の
著
書
の
中
で
は
現
役
時
代
の
大
著

『
相
撲
大
鑑
』（
文
運
社
、１
９
０
９
）が
有
名
で
す
。

は
し
が
き
に
よ
る
と
、歴
史
的
な
記
述
の
多
い
『
相

撲
大
鑑
』
に
比
べ
、
こ
の
『
最
近
相
撲
図
解
』
は

現
在（
大
正
時
代
）の
相
撲
に
紙
幅
を
割
い
て
お
り
、

観
戦
の
手
引
き
や
案
内
記
と
い
う
位
置
づ
け
だ
そ

う
で
す
。
本
書
で
相
撲
の
あ
ら
ま
し
を
学
ん
だ
読

者
に
『
相
撲
大
鑑
』
で
造
詣
を
深
め
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
図
解
」
は
決
ま
り
手
の
紹
介
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
文
は
口
述
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
で
す
。
そ

し
て
、
元
力
士
・
現
役
の
親
方
な
ら
で
は
の
裏
話

も
あ
り
ま
す
。

　

三
段
目
か
ら
幕
下
上
位
・
十
両
近
く
ま
で
昇
進

し
た
力
士
に
つ
い
て
、
力
士
社
会
で
は
も
う
兄
貴

分
だ
か
ら
、
幅
を
利
か
せ
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の

た
め
こ
の
辺
で
誘
惑
が
多
く
、
惜
し
い
こ
と
に
好

機
を
逃
し
て
幕
下
止
ま
り
や
三
段
目
あ
た
り
を
ぶ

ら
つ
く
者
も
か
な
り
多
い
、
い
や
そ
れ
が
大
多
数

だ
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
出

羽
ノ
海
部
屋
に
も
こ
う
し
た
弟
子
が
お
り
、
親
方

と
し
て
嘆
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

巻
末
に
は
寄
稿
に
よ
る
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

劇
作
家
・
水
谷
竹ち

く
し紫
の
「
相
撲
を
面
白
く
見
る
法
」

は
、
立
ち
上
が
り
の
一
刹
那
の
有
利
不
利
が
取
組

全
体
に
最
も
影
響
す
る
の
で
注
意
し
て
見
よ
と
説

く
な
ど
、
令
和
の
相
撲
観
戦
に
も
通
用
す
る
内
容

で
す
。
一
方
、
時
代
を
感
じ
る
記
述
も
あ
り
ま
す
。

観
戦
時
に
客
席
で
大
き
な
旗
を
広
げ
る
の
は
他
の

観
客
の
妨
害
に
な
っ
て
迷
惑
と
い
う
主
張
は
真
っ

当
で
す
が
、
代
わ
り
に
提
案
す
る
の
が
な
ん
と

太
鼓
や
銅ど

ら鑼
、
突
撃
ラ
ッ
パ
と
い
っ
た
鳴
り
物
を

使
っ
た
応
援
で
す
。
現
在
の
大
相
撲
で
は
も
ち
ろ

ん
そ
う
し
た
応
援
は
禁
止
さ
れ
て
お
り

（
４
）、
野
球
場

の
よ
う
に
鳴
り
物
の
音
が
響
く
国
技
館
な
ど
ま
っ

た
く
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
。 

常陸山が引退後、出羽ノ海親方

となってからの写真。
決まり手・腰挫

くじ

きの図解。ここで俗称として紹介されている「鯖折り」

が現在では正式な決まり手名になっています。

標題紙
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『
相
撲
鑑
』

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
の
中
に
は
選
手
名
鑑
を
読
む

の
が
毎
年
の
楽
し
み
と
い
う
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
本
書
は
明
治
時
代
の
力
士
名
鑑

で
す
。

　

編
者
の
好
角
家
・
杉
浦
善
三
（
角
界
で
は
な
く

演
劇
の
世
界
の
住
人
で
し
た
）
は
本
書
を
出
版
し

た
理
由
に
つ
い
て
、
番
付
に
は
力
士
の
名
（
四
股

名
）
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、力
士
の
経
歴・実
力・

風
采
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
そ
う
い
う
本
を
自
分
で

作
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

横
綱
の
「
梅
・
常
陸
」
か
ら
平
幕
ま
で
の
力
士

に
つ
い
て
、
１
人
１
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
顔
写
真
と

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
紹
介
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

取
り
上
げ
て
い
る
の
が
幕
内
力
士
だ
け
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
杉
浦
は
時
間
が
な
い
上
に
力
士
が

地
方
巡
業
中
な
の
で
遺
憾
な
が
ら
幕
下
連
中
を
紹

介
で
き
な
か
っ
た
と
謝
っ
て
い
ま
す
（
当
時
は
十

両
も
幕
下
扱
い
で
し
た
）。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
好
き
な
食
べ
物
・
酒
・
煙
草

か
ら
、
道
楽
や
隠
し
芸
・
気
質
ま
で
様
々
な
項
目

が
あ
り
ま
す
。
力
士
と
言
え
ば
ち
ゃ
ん
こ
（
鍋
料

理
に
限
ら
ず
、
相
撲
部
屋
に
お
け
る
力
士
の
食
事

全
般
の
こ
と
で
す
）
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

外
せ
ま
せ
ん
。「
鰻
丼
一
ダ
ー
ス
」（
有あ

り
あ
け明
）
や
「
日

本
酒
二
升
、
ビ
ー
ル
二
ダ
ー
ス
」（
玉

た
ま
つ
ば
き椿）
な
ど
、

と
て
つ
も
な
い
記
述
が
並
ん
で
い
ま
す
。「
流
行
歌
」

（
碇

い
か
り
が
た潟）、「
歌
一
通
り
何
ん
で
も
」（
千ち
と
せ
が
わ
年
川
）、「
追

分
節
」（
大

お
お
み
な
と湊）
な
ど
、
歌
を
隠
し
芸
と
す
る
力

士
が
多
い
の
は
現
在
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

　

興
味
深
い
の
は
常
用
薬
で
、
な
ん
と
幕
内
力
士

全
員
が
ヂ
ゲ
ス
チ
ン
と
い
う
消
化
を
助
け
る
薬
を

飲
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
力
士
は
膨
大

な
量
の
ち
ゃ
ん
こ
を
食
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
稽
古

の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
多
く
食
べ
、
栄
養

分
を
効
率
よ
く
吸
収
す
る
た
め
に
消
化
剤
を
常
用

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
だ
け
で
な
く
紹
介
文
も
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。
大

お
お
み
ど
り緑に
つ
い
て
、
品
行
が
良
く
弱
き
を

助
け
強
き
を
く
じ
く
侠
客
肌
と
い
う
評
判
だ
が
、

最
近
拝
金
宗
に
な
っ
た
と
い
う
噂
が
あ
る
と
述

べ
、
大
湊
に
は
、
す
べ
て
に
内
気
過
ぎ
る
の
が
欠

点
だ
、
し
っ
か
り
し
ろ
！　

と
発
破
を
か
け
ま
す
。

　

杉
浦
の
コ
ン
セ
プ
ト
通
り
、
番
付
で
は
わ
か
ら

な
い
力
士
の
人
と
な
り
ま
で
も
が
自
由
に
つ
づ
ら

れ
た
一
冊
で
す
。 

『相撲鑑』
杉浦善三 編

昇進堂 , 明治 44（1911）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13436688

気質については「真面目」「陽気」「勝気」といったシンプ

ルな紹介が多い中、浪
なみ

の音
おと

は「特に女に親切」と妙に具体

的です。

小
こやなぎ

柳の紹介文。常に待った十数回は信じられない

かもしれませんが、杉浦も一定の理解を示してい

ます。それもそのはず、本書刊行の翌明治 45（1912）

年の五月場所では平幕千年川が横綱太
た ち や ま

刀山に対し

て待った 54 回、仕切りに 1 時間 37 分を要する出

来事がありました（取組は 2 秒で横綱の圧勝に終

わっています） 。待った 3 回で審判部から注意を受

ける現代とは感覚が違ったのです。

標題紙
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『古今相撲評話』
武侠世界社 編

武侠世界社 , 大正 2（1913）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13429605 

第 17 代横綱・小
こにしき

錦八
や そ き ち

十吉

（1866-1914、横綱在位 1896-1901、168cm・128kg）
第 20 代横綱・梅

う め が た に

ケ谷藤
と う た ろ う

太郎　　

（1878-1927、横綱在位 1904-1915、168cm・158kg）

第 18 代横綱・大
おおづつ

砲万
ま ん え も ん

右衛門

（1869-1918、横綱在位 1901-1908、195cm・134kg）

身長 195cm は歴代横綱の中でも長身の部類で、白鵬・照ノ

富士（ともに 192cm）といった令和の横綱すら上回っています。

第 21 代横綱・若
わかしま

島権
ご ん し ろ う

四郎

（1876-1943、横綱在位 1905-1907、178cm・107kg）

第 19 代横綱・常
ひ た ち や ま

陸山谷
た に え も ん

右衛門

（1874-1922、横綱在位 1904-1914、175cm・145kg）

第 22 代横綱・太
た ち や ま

刀山峰
み ね え も ん

右衛門

（1877-1941、横綱在位 1911-1918、188cm・139kg）

※ 歴代横綱の在位期間、身長、体重はすべて日本相撲協会のプロフィールによります。

　歴代横綱 日本相撲協会公式サイト https://www.sumo.or.jp/Yokozuna/yokozuna/
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『
古
今
相
撲
評
話
』

　

冒
頭
に
写
真
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
、
横
綱
土

俵
入
り
の
写
真
は
第
17
代
・
小こ

に
し
き錦
か
ら
第
22
代
・

太た
ち
や
ま
刀
山
ま
で
６
代
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
前

頁
参
照
）。

　

第
17
代
横
綱
の
小
錦
と
第
20
代
横
綱
の
梅
ケ
谷

は
と
も
に
身
長
１
６
８
cm
で
、
こ
れ
は
第
９
代
横

綱
・
秀ひ

で

の
山や
ま

（
１
６
４
cm
）
に
次
い
で
歴
代
横
綱

の
中
で
２
番
目
に
小
さ
い
数
字
で
す
。
２
人
と
も

タ
イ
プ
と
し
て
は
ア
ン
コ
型
（
太
っ
て
い
て
体
が

丸
い
力
士
）
で
し
た
。
梅
ケ
谷
は
現
在
で
も
ア
ン

コ
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
体
重
１
２
８
kg
の
小

錦
を
そ
う
分
類
す
る
の
は
写
真
を
見
て
も
違
和
感

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
小
錦
の
両

脇
に
控
え
る
太
刀
持
ち
・
露
払
い
の
筋
肉
質
な
体

つ
き
を
見
る
と
、
当
時
の
感
覚
で
は
こ
れ
で
も
ア

ン
コ
と
呼
ぶ
に
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
想
像
が
つ
き

ま
す
。

　

常
陸
山
を
除
く
５
横
綱
の
写
真
に
は
太
刀
持

ち
・
露
払
い
に
加
え
て
立
行
司
が
写
っ
て
い
ま
す
。

立
行
司
が
現
在
と
同
じ
烏
帽
子
に
直ひ

た
た
れ垂
姿
な
の
は

太
刀
山
の
写
真
だ
け
で
、
第
21
代
・
若わ

か
し
ま島
ま
で
は

無
帽
・
麻
裃
で
す
。
こ
れ
は
太
刀
山
の
横
綱
昇
進

の
前
年
で
あ
る
明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
に
行
司

装
束
が
変
更
さ
れ
た
た
め
で
す
。
変
更
の
理
由
は

諸
説
あ
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん

（
５
）。

　

本
書
は
タ
イ
ト
ル
こ
そ
「
古
今
」
で
す
が
、
江

戸
時
代
や
明
治
初
期
の
力
士
た
ち
に
つ
い
て
は
概

要
や
番
付
表
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
小
錦
が
新
入

幕
し
た
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
五
月
場
所
以
降

の
四
半
世
紀
に
全
70
章
の
う
ち
60
章
以
上
を
割
い

て
い
ま
す
。
同
場
所
以
降
の
各
場
所
に
つ
い
て
戦

評
や
主
要
な
力
士
の
星
取
表
を
載
せ
、
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

第
36
章
「
梅
常
陸
の
一
大
決
戦
」
で
は
、
明
治

35
（
１
９
０
２
）
年
一
月
場
所
千
秋
楽
、
当
時
大

関
同
士
だ
っ
た
「
梅
・
常
陸
」
の
ラ
イ
バ
ル
対
決

で
梅
ケ
谷
が
常
陸
山
を
破
っ
た
一
番
を
約
５
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
立
ち
合
い
か

ら
梅
ケ
谷
が
も
ろ
差
し
、
常
陸
山
を
吊
り
上
げ
て

土
俵
際
ま
で
運
び
、
土
俵
に
下
ろ
し
て
す
ぐ
に
寄

り
切
る
ま
で
の
描
写
は
明
快
で
、
取
組
の
様
子
が

脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
行
司
や
勝
っ
た
梅
ケ

谷
自
身
に
よ
る
解
説
も
的
確
で
、
今
で
も
相
撲
雑

誌
に
掲
載
で
き
そ
う
な
内
容
で
す
。
梅
ケ
谷
は
理

詰
め
の
相
撲
で
は
第
一
人
者
と
評
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
も
納
得
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
興
味
深
い
の
は
関
取
の
体
格
表
で

す
。
身
長
・
体
量
（
体
重
）
だ
け
で
な
く
、
大
腿

部
（
太
も
も
の
周
囲
の
長
さ
）、
指
極
（
両
腕
を

横
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば
し
た
長
さ
＝
ウ
ィ
ン
グ
ス
パ

ン
）
と
い
っ
た
細
か
い
数
値
ま
で
計
測
し
て
載
せ

て
お
り
、
各
力
士
の
体
型
を
推
察
で
き
ま
す
。

明治 42（1909） 年の西方幕内力士の体格表。 梅ケ谷は身長は 5 尺 5 寸 4 分（約

168cm）と平均的ながら体重は最も重い 41 貫目（約 154kg）で、アンコ型だったこと

がよくわかります。

小錦は戦前屈指の人気力士で、「小錦織」という帯地が売り出さ

れたほど。上は小錦織の商標です。実際にこういう柄の帯だった

わけではありません。発売した西原合名会社は小錦のタニマチで

した。

出典 : 商標登録 0005368（西原亦吉出願）

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1801/TR/JP-0005368/45/ja

標題紙
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錦近堂 , 明治 23（1890）

https://dl.ndl.go.jp/pid/12939008

『成
な り た

田利
り

生
しょう

相
す も う

撲之
の

仇
あだうち

討』

『成田利生相撲之仇討』の一場面

『
成
田
利
生
相
撲
之
仇
討
』

　

少
し
毛
色
を
変
え
て
、
相
撲
を
題
材
に
し
た

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

歌
舞
伎
の
一
ジ
ャ
ン
ル
に
、
相
撲
を
題
材
に
し

た
「
相
撲
物
」
が
あ
り
ま
す
。
大
衆
の
娯
楽
と
し

て
人
気
が
あ
る
相
撲
や
力
士
を
人
気
俳
優
に
演

じ
さ
せ
る
こ
と
は
興
行
的
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

か
っ
た
そ
う
で
す
。
本
書
の
も
と
に
な
っ
た
話
も

そ
ん
な
相
撲
物
の
一
つ
。
桃
川
如じ

ょ
え
ん燕
の
講
談
を
３

代
河
竹
新
七
が
脚
色
し
た
も
の
で
、
初
演
は
明
治

10
（
１
８
７
７
）
年
東
京
春
木
座
、
歌
舞
伎
と
し

て
の
一
般
的
な
外
題
は『
櫓

や
ぐ
ら

太だ
い
こ鼓
成な
り
た
の
あ
だ
う
ち

田
仇
討
』で
す
。

相
撲
が
題
材
な
の
で
絵
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
。　
　

　

大
観
衆
の
中
で
桂
川
が
滝
見
山
を
投
げ
飛
ば
す

仇
討
ち
の
場
面
（
上
図
）
に
は
、
雲
に
乗
っ
た
不

動
明
王
が
霊
力
を
発
し
て
い
る
様
子
も
描
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
歌
舞
伎
で
も
こ
の
シ
ー
ン
は
迫
力

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

人
気
の
あ
っ
た
話
な
の
で
、
デ
ジ
コ
レ
に
も

様
々
な
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
元
々
講
談

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
登
場
人
物
の
名
前
や
細

か
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。

　

色
々
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
仇
討
ち
シ
ー
ン
を
並
べ

て
み
ま
し
た
（
次
頁
）。
皆
さ
ん
は
ど
れ
が
お
好

き
で
す
か
。

もとになった話のあらすじ

柔術の師匠を金目当てで殺した過去を持つ力士
滝
たきみやま

見山は逆
ぎゃくて

手（相撲の禁じ手・反則技のこと）を
用いて雲

くも

の戸
と

を破り、雲の戸は土俵の上で命を落
とす。

雲の戸の息子十
じゅうじろう

次郎は仇討ちを決意し、父の遺志
を継いで力士桂

かつらがわ

川力
りきぞう

蔵となった。桂川は成田山
新勝寺で 21 日間の断食修行を行い、不動明王か
ら力を授かる。

土俵で滝見山と対峙した桂川は逆手に頼ること
なく仇敵を投げ殺し、ついに仇討ちの本懐を遂げ
た。
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さまざまな仇討ちシーン

大日本雄辯會講談社（現：講談社）のヒットシリーズ「少年

講談」の一冊。挿絵では桂川が喉輪で滝見山を攻め立てて

おり、本文でも桂川が滝見山を圧倒する様子が描写されてい

ます。

石井滴水 絵『桂川力蔵 　少年講談』 講談社 , 昭和 14（1939）

https://dl.ndl.go.jp/pid/1169844/1/164 

リアルなタッチの 1 枚。取り上げた中では唯一、桂川が左、滝見山が右に描か

れています。

神田伯竜 講演『敵討桂川力蔵』積善館 , 明治 42（1909）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13729972/1/4

絵では、 倒れこむ滝見山を桂川が踏みつけている様子が描かれて

います。これは逆手に当たらないのでしょうか。

大西庄之助 編『[ 絵本 ]』〔20〕　復讐成田利生記　下 , 大西庄之助 ,

明治 13（1880）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13729979/1/10

絵では、雲に乗った剣（おそらく不動明王の倶
く

利
り

伽
か ら

羅剣）が霊力

を発している様子が描かれています。

永島辰五郎 編 ほか『[ 絵本 ]』〔3〕　成田利生角力仇討　下 , 宮田

孝助 , 明治 14（1881）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13729981/1/9

『東
あずまのはなうきよこうだん

錦浮世稿談』は人気の講談を月岡芳年が浮世絵に

したシリーズです。左上に仮名垣魯文による説明があり

ます。 

『東錦浮世稿談／森川馬龍』（国文学研究資料館所蔵）

山城屋甚兵衛版，慶応 3（1867）年 9 月改印

出典 : 国書データベース

https://doi.org/10.20730/200015178
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か

ん

ば

ん

に 

生

国

を

書

く

い
ゝ
お

と

こ

呉
陵
軒
可
有 [

ほ
か
編]

『
柳
多
留
』
第
31
編
　
菊
屋
幸
三
郎
　 [

江
戸
後
期]

≪
当
館
請
求
記
号
　
Ｗ
92-

Ｎ
77
≫

明治元（1868）年の番付の一部（西方）。番付上、地位と四股名の間には生国が書か

れます。生国として、実際に生まれた国名を書く力士（上の例では小結の東
あずまぜき

関）もいま

すが、藩に抱えられていた力士は藩名を書くことが通例でした。たとえば大関の鬼
き め ん ざ ん

面山

は、生まれは美濃ですが阿波国徳島藩に抱えられていたため「阿州」とされています。

根岸治右エ門 編『大相撲明治番附集』巻之 1, 根岸静次郎 , 大正 5（1916）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13429603/1/3

　

最
後
に
、
江
戸
時
代
に
詠
ま
れ
た
相
撲
に
ま
つ

わ
る
川
柳
を
も
う
一
句
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
看
板
に
生
国
を
書
く
い
い
男
」

　

番
付
表
に
力
士
の
故
郷
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

を
詠
ん
だ
一
句
で
す
。
現
在
の
大
相
撲
を
見
て
も

出
身
地
は
番
付
に
書
か
れ
、
ま
た
、
土
俵
入
り
や

取
組
の
前
に
四
股
名
に
続
け
て
「
○
○
出
身
、
×

×
部
屋
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
な
ど
、
出
身

地
が
所
属
部
屋
と
並
ぶ
重
要
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
力
士
の
地
元
で
開
か
れ
る
ご
当

地
場
所
で
は
応
援
が
ひ
と
き
わ
盛
り
上
が
り
、
背

中
を
押
さ
れ
た
力
士
が
好
成
績
を
残
す
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
こ
う
し
た
地
元
と
の
強
い
縁
は
、
時
代

を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
相
撲
の
伝
統
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
月
は
年
内
最
後
の
本
場
所
で
あ
る
十
一
月

場
所
（
九
州
場
所
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
州

場
所
が
５
つ
目
の
本
場
所
と
な
っ
た
の
は
昭
和
32

（
１
９
５
７
）年
の
こ
と
。
翌
年
に
は
七
月
場
所（
名

古
屋
場
所
）
が
加
わ
り
、
こ
れ
以
降
現
在
ま
で
年

６
場
所
制
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

九
州
場
所
開
始
よ
り
ず
っ
と
昔
、「
一
年
を
二
十

日
で
暮
ら
す
」
と
言
わ
れ
た
時
代
か
ら
変
わ
っ
た

も
の
・
変
わ
ら
な
い
も
の
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
同

郷
の
力
士
を
画
面
越
し
に
応
援
し
な
が
ら
大
相
撲

中
継
を
観
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

１ 明治 42（1909）年本所回
え こ う い ん

向院に初代国技館が完成して相撲が屋

内で行われるようになり、天候にかかわらず開催できるようになりま

した。大正 12（1923）年に 1 場所 11 日制、昭和 12（1937）年に

13日制、昭和 14（1939）年から15日制となりましたが、昭和 19（1944）

年に国技館が軍に接収されたため晴天 10 日間興行に戻りました。

２ 一年を二十日で暮らすよい男 　大相撲スペシャル  「江戸・東京

デジタルミュージアム」古きをたずねて、新しきを知る。（東京都立

図書館ウェブサイト）

https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/portals/0/edo/tokyo_

library/sumo/page2-1.html

３ 横綱・梅ケ谷藤太郎としては二代目にあたります。初代梅ケ谷藤

太郎（1845-1928）はこの梅ケ谷の師匠にして養父で、第 15 代横綱

（在位 1884-1885）でした。

４ 大相撲観戦時のお願い - 日本相撲協会公式サイト

https://www.sumo.or.jp/IrohaOther/kansenji

５ 明治に入り髷
まげ

を落として武士の礼装である麻裃が似合わなくなっ

た行司の頭髪を烏帽子で隠すため、直垂の方が装飾性が高くなるた

めといった説があります。

行司装束 - 日本相撲協会公式サイト

https://www.sumo.or.jp/KokugikanSumoMuseumDisplay/

wrap20181023/

※ p. 23 の写真出典

『古今相撲評話』武侠世界社編・刊，大正 2（1913）

https://dl.ndl.go.jp/pid/13429605/1/5

https://dl.ndl.go.jp/pid/13429605/1/6
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国際子ども図書館は、今年11月に創立50周年を迎え
る日本国際児童図書評議会（JBBY）と共催で、展示会「国
際アンデルセン賞受賞作家・画家展」を行っています。

会期　2024年10月1日（火）から12月25日（水）まで
※月曜日、10月16日（水）、11月3日（日・祝）、11月20日（水）、
　11月23日（土・祝）、12月18日（水）は休館

会場　国際子ども図書館 レンガ棟3階本のミュージアム

時間　9：30～17：00

31　かくし



1980年

18歳の頃、日本画の手ほどきを1年ほど受け、後は独学で
絵を学びました。1932年、中国東北部に渡り、運送業、電
信電話会社などで働きながら絵を描き、満洲国国展では特選
賞を受賞します。帰国後は、GHQや駐日アメリカ大使館でデ
ザイナーとして働きました。

和紙に墨のにじみを生かした水墨画の技法で、日本の湿潤
な雪景色を描いた『かさじぞう』が初の刊行絵本となりまし
た。『だいくとおにろく』では大和絵の技法、『水仙月の四日』
ではボールペンを用いるなど、常に作品に適した画法を究め、

『ほしになったりゅうのきば』、『スーホの白い馬』など、日本
の子どもたちのために壮大なスケールの絵本を数多く作りま
した。 『スーホの白い馬』大塚勇三 再話, 赤羽

末吉 絵　福音館書店　1967

画家賞 赤羽末吉
 （Suekichi Akaba　1910-1990）

国際アンデルセン賞は、児童文学への永続的な寄与に対する表彰として、国際
児童図書評議会（IBBY）から隔年で贈られる国際的な賞で、「小さなノーベル賞」
とも言われています。日本からは、赤羽末吉、安野光雅、まど・みちお、上橋菜穂子、
角野栄子の５名が受賞しています。

今回の展示会では、1956年から2022年までに国際アンデルセン賞を受賞し
た全65名の受賞者の作品を、国際子ども図書館の所蔵資料から展示します。

この記事では、ダイジェストとして、5名の日本人受賞者を中心にご紹介します。

国際児童図書評議会（IBBY）と国際アンデルセン賞
IBBYの創設者であるイェラ・レップマン（Jella Lepman　

1891-1970、左写真）は、第二次世界大戦直後の廃墟となっ
たドイツで、子どもたちが本を通して国際理解を深め、平和
な世界を築くことを目指しました。

国際アンデルセン賞は、3年の準備期間を経て1956年に第
1回の授与が行われました。以来、隔年で選考されています。
最初の3回（1956-1960年）は作品に対して賞が贈られてい
ましたが、第4回（1962年）からは作家の全業績に対して贈
られる賞となりました。また、第6回（1966年）には画家賞
が創設されました。受賞者には、賞状とアンデルセンの横顔
が刻まれたメダルが贈られます。
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茂
尾

鷹
：

影撮

『やぎさんゆうびん』まど・
み ち お さ く し, 渡 辺 有 一 え　
チャイルド本社　2010

『ふしぎなえ』安野光雅 著　
福音館書店　1971

1984年

小学校の美術教員として働いたのち、42歳で『ふしぎなえ』
を発表し絵本作家としてデビューします。画家、絵本作家、
装幀家、文筆家として幅広く活動しました。

芸術の分野にとどまらず、科学や数学への造詣が深く、豊
かな空想力と独創性に富んだ新しい絵本の世界を創造しまし
た。また、旅する画家とも呼ばれ、多くの国でスケッチした
風景を様々な形の作品として発表しています。

大変な読書家でもあり、安野と同郷の小説家である森鴎外
（1862-1922）がアンデルセンの原書を雅文体で翻訳した『即
興詩人』は、安野が生涯で最も大切にした本の1つでした。『平
家物語』などの古典文学に新たな要素を取り入れた作品も描
きました。

2001年に出身地である島根県津和野町に「安野光雅美術
館」、2017年に京都市に「森の中の家　安野光雅館」が開館
しました。

画家賞 安野光雅
 （Mitsumasa Anno　1926-2020）

1994年

1934年に、初めて書いた童謡を雑誌『コドモノクニ』に
投稿し、5篇のうちの2篇が特選に入ります。1948年から
出版社に勤務し、1951年に童謡「ぞうさん」を書きます。
1959年に退社した後は詩・童謡の創作に打ち込み、1968年
以降は『まめつぶうた』など次々と詩集を出版し、100歳を
過ぎても詩を書き続けました。

国際的に知られた日本の子どもの詩がほとんどなかった当
時、日本人として初めて国際アンデルセン賞作家賞を受賞し
ました。

いのちの尊さを伸びやかに表現した、子どもにもわかりや
すい作風です。美しく磨きぬかれた語呂合わせや頭韻を上手
に使うことで、自然なリズムが生まれ、読者を楽しませます。
まどの童謡や詩で育った日本の子どもたちは数世代にわたり
ます。

作家賞 まど・みちお
 （Michio Mado　1909-2014）

33 国立国会図書館月報 763号 2024.11



『魔女の宅急便』角野栄子 
作, 林明子 画　福音館書店　
1985

2018年

ブラジルに滞在した体験をもとに描いた『ルイジンニョ少
年 ブラジルをたずねて』で、35歳のとき作家デビューします。
執筆のきっかけは、大学時代の恩師の勧めでした。これを機に、
書くことの面白さに気づき、一生書いていくことを決意しま
した。

代表作『魔女の宅急便』は、スタジオジブリによる映画化
を経て、番外編もふくめ9作が出版されました。多くの地域
で翻訳されています。その他、〈アッチ、コッチ、ソッチのち
いさなおばけ〉シリーズや自伝的作品など、数多くの子ども
向けの本を出しています。

父に読み聞かせをしてもらった幼少期の記憶から、言葉の
リズムを大切にし、リズミカルな文体で作品を著しています。

2023年、東京都に「江戸川区角野栄子児童文学館（魔法
の文学館）」が開館しました。

作家賞 角野栄子
 （Eiko Kadono　1935-）

博
池

小
：

影撮

『精霊の守り人』上橋菜穂子 
作, 二木真希子 絵　偕成社　
1996

2014年

幼い頃に祖母から聞いた様々な口頭伝承や、中学生や高校
生の頃に夢中になったイギリスのファンタジー文学の影響を
受け、物語の創作への関心を高めていきました。大学では文
化人類学の研究者としての道を歩む一方で、大学院在学中に
執筆し、自ら出版社に持ち込んだ作品で作家デビューしまし
た。

その後もオーストラリアの先住民アボリジニの研究を続け
ながら、フィールドワークで培った文化人類学の知見を生か
し、アジアを思わせる異世界を舞台とする独自のファンタジー
小説を多く手がけています。

これらの作品は、自然とあらゆる生き物への思いやりや畏
敬の念に満ちており、アニメ化やドラマ化されたほか、欧米・
アジアの多数の言語に翻訳されて海外でも人気を博していま
す。

作家賞 上橋菜穂子
 （Nahoko Uehashi　1962-）
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『月おとこ』トミー・ウンゲラー 著, 
たむらりゅういち, あそうくみ や
く　評論社　1978

『かげ』スージー・リー 作　講談
社　2010

日本人受賞者のほか、以下の3名をはじめ、たくさんの作家・画家の作品を展示しています。

ぜひ足をお運びください。

関連講演会（動画配信）
2024年10月6日（日）、角野栄子氏（動画出演のみ）と大

阪国際児童文学振興財団の理事・総括専門員である土居安子氏
をお迎えし、言葉と物語の力、角野作品の魅力についてお話
しいただきました。動画をYouTubeの当館公式チャンネルで
2024年12月25日（水）まで期間限定で公開しています。

1998年

フランスのアルザス地方のストラスブール
に生まれ、アメリカで絵本作家としてデビュー
しました。へび、どろぼう、タコ、人くい鬼など、
嫌われがちな人物や生き物が主人公の、風刺と
毒気のきいたストーリー展開に、独特の異様な
雰囲気のイラストが特徴です。児童向け作品以
外に風刺画や広告美術でも活躍しました。

画家賞 トミー・ウンゲラー
 フランス（Tomi Ungerer　1931-2019）

『かいじゅうたちのいるところ』
モーリス・センダック さく, じん
ぐうてるお やく　冨山房　1975

1970年

アメリカ人として初の画家賞を受賞したセ
ンダックは、アニメーターのウォルト・ディズ
ニー（1901-1966）を敬愛し、新しい文化に
馴染む一方、ポーランド系ユダヤ人の移民の子
という出自からヨーロッパの古典芸術の影響
も深く受けました。ファンタジーと現実を見事
に融合させたその作品は、子どもたちを大いに
魅了します。

画家賞 モーリス・センダック
 アメリカ（Maurice Sendak　1928-2012）

2022年

韓国人として初の授賞者となったリーは、自
らを「視覚言語を使用する画家」と考え、言葉
を使わない絵のみの絵本を多数作っています。
とりわけ子どもの一瞬の動きをとらえた躍動
感あふれる絵が、弾むようなエネルギーで物語
を語っていきます。子どものもつ潜在的な力に
深い信頼を寄せていることが見て取れます。

画家賞 スージー・リー
 韓国　　  （Suzy Lee　1974-）

角野栄子氏
https://youtu.be/
15YXY3kWbIo

土居安子氏
https://youtu.be/
X-Z_XBa7aNg
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駅
を
歩
い
て
い
る
と
、
壁
画
の
よ
う
な
レ

リ
ー
フ
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
出
会
う
こ
と

が
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
と
思
う
一
方
で
、
そ
こ
で
待
ち
合
わ
せ

る
人
々
の
姿
を
見
る
と
、
作
品
が
生
活
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
こ

の
よ
う
な
公
共
空
間
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

を
設
置
す
る
取
組
を
進
め
て
き
た
の
が
、
公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
文
化
協
会
（
以
下
、

協
会
）で
あ
る
。
本
書
は
、協
会
が
パ
ブ
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
普
及
活
動
を
始
め
て
50
年
の
節

目
の
年
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
。
作
品
紹

介
を
中
心
に
半
世
紀
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

い
る
。

　

協
会
が
手
掛
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

は
、
耐
久
性
に
優
れ
た
陶
板
や
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
を
素
材
に
す
る
も
の
が
多
い
。
第
１
章

で
は
協
会
が
設
置
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
15

作
品
を
大
き
な
写
真
と
共
に
紹
介
す
る
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
解
説
と
制
作
風
景
や
点
灯
式
の

様
子
な
ど
も
あ
わ
せ
て
、
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う

に
し
て
楽
し
め
る
。
作
品
の
前
で
待
ち
合
わ

せ
る
人
々
や
清
掃
活
動
の
様
子
な
ど
、
作
品

が
ど
の
よ
う
に
地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
か
は
、第
３
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

作
品
の
設
置
を
機
に
新
た
な
行
事
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
制
作
の
特
徴
の
ひ
と

つ
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
家
が
原
画
を

担
当
す
る
こ
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
第
２
章
で

は
原
画
作
家
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ

れ
、
制
作
秘
話
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
へ
の

思
い
が
語
ら
れ
る
。
特
に
こ
れ
ま
で
陶
板
や

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
画
家
や
漫
画
家
が
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
制

作
と
向
き
合
っ
た
体
験
談
が
興
味
深
い
。

　

原
画
か
ら
陶
板
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
制

作
す
る
上
で
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ク

レ
ア
ー
レ
熱
海
ゆ
が
わ
ら
工
房
で
あ
る
。
第

４
章
で
は
同
工
房
の
歴
史
や
制
作
工
程
が

テ
ー
マ
と
な
る
。
例
え
ば
陶
板
の
材
料
と
な

る
土
は
山
に
よ
っ
て
土
質
が
異
な
る
た
め
焼

成
実
験
が
欠
か
せ
ず
、
釉
薬
は
原
画
の
色
を

出
す
た
め
に
１
０
０
点
以
上
作
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。
ま
た
金
属
加
工
会
社
の
日
崎
工

業
株
式
会
社
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
組
み

込
む
筐き
ょ
う
た
い体
な
ど
の
製
作
に
協
力
し
て
い
る
。

そ
の
製
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
作
品
の
表
現
を

追
求
し
な
が
ら
安
全
性
を
確
保
す
る
に
は
熟

練
の
職
人
の
技
術
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
普
及
の
た
め
に
協
会

が
法
制
化
を
求
め
て
い
る
の
が
、
公
共
工
事

費
や
公
共
建
築
費
の
約
１
％
を
付
随
す
る

ア
ー
ト
に
充
て
る
「
１
％
フ
ォ
ー
・
ア
ー
ト
」

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
第
５
章
で
は
そ
の
概

要
と
建
築
家
や
学
者
の
声
が
紹
介
さ
れ
る
。

ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
振
興
に
邁
進
し
て

き
た
滝
久
雄
理
事
長
の
エ
ッ
セ
イ
も
見
逃
せ

な
い
。
特
に
原
画
制
作
を
作
家
に
頼
み
込
ん

だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
協
賛
企
業
や
設
置
場
所

の
管
理
者
と
の
交
渉
秘
話
は
、
様
々
な
人
の

協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

が
完
成
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

巻
末
に
は
協
会
が
全
国
に
設
置
し
た

５
５
１
作
品
の
画
像
付
き
作
品
総
覧
が
つ
い

て
い
る
。
地
元
や
旅
先
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
を
こ
こ
か
ら
探
し
て
み
る
の
も
楽
し
そ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　

   

                                         （
重じ
ゅ
う
く
ろ
ぎ

黒
木 

南な

ほ帆
）



N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
第
17
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

８
月
９
日
、
第
17
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
が
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
15
名
の

ほ
か
、
館
長
、
副
館
長
、
幹
事
等
職
員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

委
員
の
互
選
に
よ
り
安
浦
寛
人
委
員
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
安
浦
委
員
長
が
竹
内
比
呂
也
委
員
を
委
員
長

代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
第
六
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整

備
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
基
本
方
針
検
討
部
会
を
設
置

す
る
こ
と
が
、
審
議
の
上
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
安
浦
委
員
長

か
ら
野
末
委
員
が
部
会
長
に
、
池
内
専
門
委
員
、
生
貝
専
門
委

員
及
び
大
向
専
門
委
員
が
部
会
員
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
館
か
ら
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報

整
備
基
本
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
質
疑
お
よ
び

懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
で
は
、
渡
部
委
員
か
ら
国
文
学

研
究
資
料
館
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
つ
い
て
、
野
末
委
員
か
ら
図

書
館
に
お
け
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

話
題
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委
員
・
専
門
委
員
か
ら
の

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
今
後
の

さ
ら
な
る
尽
力
に
期
待
し
つ
つ
、
国
際
的
な
視
点
で
の
取

組
や
、
教
育
機
関
で
の
利
活
用
を
推
進
す
る
取
組
に
も
目

を
向
け
て
ほ
し
い
。

・
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
幻
覚
）
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
最
新
の
情
報
と
図
書
館
の
情
報
と
を
結
び

つ
け
た
う
え
で
の
批
判
的
思
考
が
大
事
に
な
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
情
報
基
盤
の
整
備
や
そ
の
利
活
用
を
進
め
る
際
、

民
間
や
類
縁
機
関
と
の
役
割
分
担
が
重
要
と
な
る
の
で
、

国
立
国
会
図
書
館
に
そ
の
旗
振
り
役
を
担
っ
て
ほ
し
い
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
６
年
８
月
９
日
現
在
）

委
員
長

　

�

安
浦　

寛
人�

�

九
州
大
学
名
誉
教
授

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也�

千
葉
大
学
副
学
長
、
附
属
図
書
館
長
、
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
リ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
長
、
大
学
院
人
文
科
学

研
究
院
教
授

委
員

　

浅
川　

智
恵
子��

日
本
科
学
未
来
館
館
長

　

池
谷　

の
ぞ
み��

慶
應
義
塾
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
モ
ン
ズ
機
構
長
、

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授�

　

大
隅　

典
子��

�

東
北
大
学
副
学
長
、
附
属
図
書
館
長
、
大
学
院
医

学
系
研
究
科
教
授

　

黒
橋　

禎
夫��

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所

長

　

小
口　

正
範��

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

戸
山　

芳
昭��

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

野
末　

俊
比
古��

青
山
学
院
大
学
教
育
人
間
科
学
部
長
・
教
授

　

橋
本　

和
仁��

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

林　

隆
之��

�

政
策
研
究
大
学
院
大
学
政
策
研
究
科
教
授

　

松
浦　

重
和�

��

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興
局
及

び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

村
山　

泰
啓�

��
情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
・

研
究
統
括
、
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
長

　

渡
部　

泰
明��

�

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

専
門
委
員

　

池
内　

有
為��

文
教
大
学
文
学
部
准
教
授

　

生
貝　

直
人��

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授�

　

大
向　

一
輝��

�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授

　�

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�

ホ
ー
ム�>

事
業
紹
介>

資
料
の
収
集>

科
学
技
術
情
報
整
備>

科
学
技

術
情
報
整
備
審
議
会

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.htm

l
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韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
の
第
24
回
業
務
交
流

　

７
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
、韓
国
国
立
中
央
図
書
館（
ソ
ウ
ル
）

に
お
い
て
標
記
の
業
務
交
流
が
行
わ
れ
、
国
立
国
会
図
書
館
か

ら
、
小
澤
弘
太
総
務
部
企
画
課
長
を
は
じ
め
３
名
の
代
表
団
が

参
加
し
ま
し
た
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
か
ら
は
、
キ
ム
・
ヒ

ソ
プ
（
金
熙
燮
）
館
長
ほ
か
関
係
職
員
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
基
調
報
告
と
し
て
、
両
館
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

双
方
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。「
両
国
内
の
デ
ジ
タ
ル
文
化
遺
産

（D
igital�Cultural�H

eritage
）
に
お
け
る
連
携
協
力
―Korean�

M
em
ory

とJapan�Search

の
取
組
を
通
じ
て
―
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
韓
国
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
コ
リ
ア
ン
メ
モ
リ
ー

と
、
日
本
国
内
の
様
々
な
分
野
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
索
・
閲
覧
・

活
用
可
能
に
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
取
組
と
連
携
協
力
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。「
児
童
・
青
少
年
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題
―
先
端

技
術
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
―
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
韓
国
か
ら
は
、
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
国
立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
に
つ

い
て
、
ま
た
、
当
館
か
ら
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
構
築
と
活
用
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
疑
応
答
で
は
、
両
館
の
課
題
や

今
後
の
展
望
に
関
し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
刊
案
内

令
和
５
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

「
幼
年
童
話
の
可
能
性
―
聞
い
て
、読
ん
で
、物
語
の
世
界
へ
―
」

幼
年
童
話
概
論

幼
年
童
話
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
育
児
の
描
か
れ
方
を
中
心

に
―

子
ど
も
の
人
間
形
成
と
幼
年
童
話

幼
年
童
話
人
気
シ
リ
ー
ズ
に
学
ぶ
子
ど
も
の
心
の
と
ら
え

方
、
ひ
ろ
げ
方

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
小
学
生
向
け
サ
ー
ビ
ス

当館代表団と韓国国立中央図書館館長・同館職員当館代表団と韓国国立中央図書館館長・同館職員

A4 96頁 年刊 2,090円（税込）A4 96頁 年刊 2,090円（税込）
ISBN　978-4-87582-932-4ISBN　978-4-87582-932-4
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会
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外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
３
０
１
号

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
政
治
広
告
透
明
化
規
則
の
制
定

フ
ラ
ン
ス
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
著
作
権
保
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
―
視
聴
覚
・
デ
ジ
タ
ル
通
信
規
制
機
関
の
設

立
―

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
：
２
０
２
０
年
国
家
緊
急
事
態
宣
言
法

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
８
４
号

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
多
国
籍
作
戦
に
お
け
る
指
揮
・
統
制

米
軍
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
―
国
防
省
の
取
組
を
中
心
に
―

投
資
減
税
の
有
効
性
―
そ
の
国
際
的
な
実
施
状
況
と
議
論
―

精
神
科
病
院
に
お
け
る
身
体
的
拘
束

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
８
５
号　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
の
経
緯
と
現
状
―
我
が
国
と

諸
外
国
の
動
向
―

事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
過
半
数
代
表
制
の
動
向
と
課
題

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
憲
法
と
家
族
―
憲
法
改
正
（
家
族
）
法
案
を

め
ぐ
っ
て
―

台
湾
に
お
け
る
偽
情
報
の
拡
散
―
２
０
２
４
年
台
湾
総
統
選

を
中
心
に
―

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
６
１
号　

市
町
村
と
県
に
よ
る
協
働
電
子
図
書
館
「
デ
ジ
と
し
ょ
信
州
」

の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
担
う
公
共
図
書
館

新
し
い
「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」
へ
の
統
合
に
至
る
道

の
り

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
―
自
閉
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
者
の
包
摂
と
展
望
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
評
価
方
法
を
考
え
る

学
校
・
学
校
図
書
館
に
お
け
る
読
書
活
動
―
２
０
１
１
年
か

ら
２
０
２
４
年
ま
で
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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　『国立国会図書館月報』 のより良い誌面作りを目指し、 6 月 25 日 （火） から 12 月

5 日 （木） まで読者アンケートを実施しています。 皆様から寄せられましたご意見 ・ ご

感想を、 今後の企画 ・誌面作りの参考にさせていただきます。

　以下の URL、 QR コードからアクセスし、 ウェブフォームでご回答ください。 読者の皆

様のご回答をお待ちしております。

本誌の読者アンケートを実施しています本誌の読者アンケートを実施しています

アンケートURL

https://enquete.ndl.go.jp/131776/p/GNO
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